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説
蕃
篇
八
（
承
前
）

9　

劉
游
好
書
、
多
才
藝
。
少
時
嘗＊
與
魯
穆
生
・
白
生
・
申
公
倶
受

詩
於＊
浮
丘＊
伯
。
丘＊
伯
者
、
孫
卿
門
人
也
。
高
后
時
、
浮
丘＊
伯
在
長
安
、

元
王
遣
子
郢
客
、
與
申
公
倶
卒
業
。
文
帝
時
、
聞
申
公
爲
詩
最
精
、

以
爲
博
士
。
元
王
好
詩
、
諸
子
皆
讀
詩
。
申
公
始
爲
詩
傳
、
號
魯
詩
。

元
王
亦
次
詩
傳
、
號
曰
元
王
詩
。

　

劉
游
（
前
漢
の
楚
元
王
交
）
は
書
を
好
み
、
才
芸
豊
か
で
あ
っ
た
。

年
少
の
こ
ろ
魯
の
穆
生
・
白
生
・
申
公
と
と
も
に
浮
丘
伯
か
ら

『
詩
』
を
伝
授
さ
れ
た
。
丘
伯
は
、
孫
卿
（
荀
子
）
の
門
人
で
あ
る
。

高
后
（
呂
皇
后
）
の
と
き
、
浮
丘
伯
が
長
安
に
い
た
の
で
、
元
王
は

息
子
の
郢
を
彼
の
も
と
に
や
っ
て
、
申
公
と
い
っ
し
ょ
に
学
業
を
修

得
さ
せ
た
。
文
帝
の
と
き
、［
帝
は
］
申
公
が
『
詩
』
に
つ
い
て
最

も
精
通
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
彼
を
博
士
と
し
た
。
元
王
は
『
詩
』

を
好
み
、
息
子
た
ち
も
み
な
詩
を
読
ん
だ
。
申
公
は
始
め
て
『
詩
』

の
「
伝
」（
注
解
）
を
作
り
、
そ
れ
を
『
魯
詩
』
と
名
づ
け
た
。
元

王
も
ま
た
『
詩
』
の
「
伝
」
を
編
次
し
、
そ
れ
を
『
元
王
詩
』
と
名

づ
け
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
嘗
：
抄
本
・
四
庫
本
→
常
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。
＊
丘
：
抄
本
・
四
庫
本

→
邱
。

〔
注
〕

①　

劉
游
好
書
云
云　

劉
游
は
、
漢
の
高
祖
劉
邦
の
腹
違
い
の
末
弟
。
名
は

交
で
、
游
は
字
。『
漢
書
』
三
六
楚
元
王
伝
に
、「
楚
元
王
交
字
游
、
高
祖

同
父
少
弟
也
。
好
書

0

0

、
多
材
藝

0

0

0

。
少
時
嘗
與
魯
穆
生

0

0

0

0

0

0

0

・
白
生

0

0

・
申
公
倶
受

0

0

0

0

詩
於
浮
丘
伯

0

0

0

0

0

。
伯
者

0

0

、
孫
卿
門
人
也

0

0

0

0

0

。
及
秦
焚
書
、
各
別
去
。（
中
略
）

元
王
旣
至
楚
、
以
穆
生
・
白
生
・
申
公
爲
中
大
夫
。
高
后
時

0

0

0

、
浮
丘
伯
在

0

0

0

0

長
安

0

0

、
元
王
遣
子
郢
客

0

0

0

0

0

0

、
與
申
公
倶
卒
業

0

0

0

0

0

0

。
文
帝
時

0

0

0

、
聞
申
公
爲
詩
最
精

0

0

0

0

0

0

0

、

以
爲
博
士

0

0

0

0

。
元
王
好
詩

0

0

0

0

、
諸
子
皆
讀
詩

0

0

0

0

0

、
申
公
始
爲
詩
傳

0

0

0

0

0

0

、
號
魯
詩

0

0

0

。
元0

王
亦
次

0

0

0

之
詩
傳

0

0

、
號
曰
元
王
詩

0

0

0

0

0

、
世
或
有
之
」。

①
②

③

④

⑤

金
樓
子
訳
注
（
十
）

興　

 

膳　
　
　

 

宏
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②　

白
生
・
浮
丘
伯　
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
服
虔
曰
、
白

生
、
魯
国
奄
里
人
。
浮
丘
伯
、
秦
時
儒
生
」。

③　

孫
卿　
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
孫
卿
姓
荀
名
況
、
爲
楚

蘭
陵
令
、
漢
以
避
宣
帝
諱
、
改
之
曰
孫
」。

④　

申
公　
『
漢
書
』
儒
林
傳
に
、「
申
公
、
魯
人
也
。
少
與
楚
元
王
交
倶
事

斉
人
浮
丘
伯
受
詩
。
漢
興
、
高
祖
過
魯
、
申
公
以
弟
子
従
師
入
見
于
魯
南

宮
。
呂
太
后
時
、
浮
丘
伯
在
長
安
、
楚
元
王
遣
子
郢
與
申
公
倶
卒
學
。
元

王
薨
、
郢
嗣
立
爲
楚
王
、
令
申
公
傅
太
子
戊
。
戊
不
好
學
、
病
申
公
。
及

戊
立
爲
王
、
胥
靡
申
公
。
申
公
愧
之
、
歸
魯
退
居
家
敎
、
終
身
不
出
門
。

復
謝
賓
客
、
獨
王
命
召
之
乃
往
。
弟
子
自
遠
方
受
業
者
千
餘
人
、
申
公
獨

以
詩
経
爲
訓
故
以
敎
、
亡
傳
、
疑
者
則
闕
弗
傳
」。

⑤　

申
公
始
爲
詩
傳
二
句　
『
漢
書
』
楚
元
王
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
凡
言
傳

者
、
謂
爲
之
解
説
、
若
今
詩
毛
氏
傳
也
」。『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
「
魯
故

二
十
五
巻
」
が
録
さ
れ
、
序
に
「
漢
興
、
魯
申
公
爲
詩
訓
故
、
而
斉
轅

固
・
燕
韓
生
皆
爲
之
傳
。
或
取
春
秋
、
采
雜
説
、
咸
非
其
本
義
。
與
不
得

已
、
魯
最
爲
近
之
」。
顔
師
古
注
に
、「
與
不
得
已
者
、
言
皆
不
得
也
。
三

家
皆
不
得
其
真
、
而
魯
最
近
之
」。
ま
た
『
隋
書
』
經
籍
志
經
部
詩
類
序

に
、「
漢
初
、
有
魯
人
申
公
、
受
詩
於
浮
丘
伯
、
作
詁
訓
、
是
爲
魯
詩
」。

10　

劉
蒼
好
經
史
、
博
學
多
識
、
恭
肅
畏
敬
。
明
帝
重
其
器
能
、
特

愛
異
之
。
入
爲
相
、
薦
郇
恁
・
桓
榮
等
。
其
後
蒼
數
上
疏
、
陳
藩
職

至
重
、
不
宜
久
留
京
師
。
蒼
爲
人
體
貌
長
大
、
美
鬚
髯
、
腰
八
尺
二

寸
、
故
帝
言
、「
副
其＊
腰
腹
也
」。
帝
以
所
自
作
光
武
本
紀
示
蒼
、
蒼

因
上
世
祖
受
命
中
興
頌
。
咸
言
、「
類
相
如
・
揚
雄
、
前
世
史
岑
也
」。

章
帝
時
、
王
入
朝
、
以
王
觸
寒
渉
道
、
使
中
謁
者
逢
迎
、
賜
王
乗
輿

貂
裘
。

　

劉
蒼
（
後
漢
の
東
平
憲
王
）
は
經
書
史
書
を
好
み
、
博
学
で
知
識
豊

か
、
慎
み
深
い
性
格
だ
っ
た
。
明
帝
は
そ
の
才
能
を
重
ん
じ
て
、
こ

と
に
手
厚
く
遇
し
た
。
朝
廷
に
あ
っ
て
は
大
臣
と
な
り
、
郇
恁
（
荀

恁
）・
桓
榮
等
を
推
薦
し
た
。
そ
の
後
、
蒼
は
し
ば
し
ば
上
疏
し
て
、

藩
屛
の
職
務
の
重
大
さ
に
よ
り
、
長
く
京
師
に
留
ま
る
べ
き
で
は
な

い
と
述
べ
た
。
蒼
は
体
つ
き
が
大
き
く
、
み
ご
と
な
鬚
を
た
く
わ
え
、

腰
ま
わ
り
が
八
尺
二
寸
も
あ
っ
た
の
で
、
帝
は
「［
そ
の
言
う
こ
と

の
大
き
さ
が
］
腹
と
釣
り
合
い
が
取
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
。
帝
が

自
作
の
『
光
武
本
紀
』
を
蒼
に
見
せ
る
と
、
蒼
は
「
世
祖
受
命
中
興

頌
」
を
奉
っ
た
。
誰
も
が
「
司
馬
相
如
や
揚
雄
、
前
代
の
史
岑
に
類

す
る
」
と
い
っ
た
。
章
帝
の
と
き
に
、
王
が
入
朝
す
る
と
、［
帝

は
］
寒
い
中
を
や
っ
て
く
る
の
を
気
づ
か
い
、
接
待
役
を
使
わ
し
て

出
迎
え
さ
せ
、
乗
り
物
と
貂
の
裘
を
賜
っ
た
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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〔
校
　
勘
〕

＊
其
：
抄
本
謝
校
→
是
。
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
是
。

〔
注
〕

①　

劉
蒼
好
經
史
云
云　

劉
蒼
（
？
〜
八
二
）、
後
漢
の
光
武
帝
の
子
で
、

明
帝
の
弟
。
母
は
光
烈
皇
后
。
建
武
十
五
年
に
東
平
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
同

十
七
年
に
爵
を
進
め
ら
れ
て
王
と
な
っ
た
。『
後
漢
書
』
四
二
東
平
憲
王

蒼
傳
に
、「
蒼
少
好
經
書
、
雅
有
智
思
、
爲
人
美
須
髯

0

0

0

0

0

、
要
帶
八
圍
、
顯

宗
甚
愛
重
之
」。

②　

郇
恁　

荀
恁
に
同
じ
。『
後
漢
書
』
五
三
閔
仲
叔
傳
に
、「
仲
叔
同
郡
荀

恁
、
字
君
大
、
少
亦
脩
清
節
。
資
材
千
萬
、
父
越
卒
、
悉
散
與
九
族
。
隠

居
山
沢
、
以
求
厥
志
。
王
莽
末
、
匈
奴
寇
其
本
縣
廣
武
、
聞
恁
名
節
、
相

約
不
入
荀
氏
閭
。
光
武
徴
、
以
病
不
至
。
永
平
初
、
東
平
王
蒼
爲
驃
騎
將

軍
、
開
東
閤
延
賢
俊
、
辟
而
應
焉
。
及
後
朝
會
、
顯
宗
戲
之
曰
、「
先
帝

徴
君
不
至
、
驃
騎
辟
君
而
來
、
何
也
」。
對
曰
、「
先
帝
蔽
德
以
恵
下
、
故

臣
可
得
不
來
。
驃
騎
執
法
以
檢
下
、
故
臣
不
敢
不
至
」。
後
月
餘
、
罷
歸
、

卒
於
家
」。『
後
漢
書
』
に
は
劉
蒼
の
推
挙
を
蒙
っ
た
こ
と
は
見
え
な
い
。

③　

桓
榮　

桓
榮
（
？
〜
五
九
）、
字
は
春
卿
、
沛
郡
龍
亢
（
安
徽
省
）
の

人
。「
歐
陽
尚
書
」
を
学
び
、
光
武
帝
に
召
さ
れ
て
博
士
と
な
っ
た
。
明

帝
に
は
師
の
礼
を
以
て
重
ん
じ
ら
れ
、
關
内
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
後
漢

書
』
三
七
に
傳
が
あ
る
が
、
劉
蒼
の
推
挙
を
蒙
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。

④　

其
後
蒼
數
上
疏　

こ
の
ま
ま
の
記
事
は
『
後
漢
書
』
に
な
い
が
、
次
の

一
段
の
意
を
縮
約
し
て
述
べ
た
も
の
か
。「
蒼
在
朝
數
載
、
多
所
隆
益
、

而
自
以
至
親
輔
政
、
声
望
日
重
、
意
不
自
安
、
上
疏
歸
職
曰
、「
臣
蒼
疲

駑
、
特
爲
陛
下
慈
恩
覆
護
、
在
家
備
教
導
之
仁
、
升
朝
蒙
爵
命
之
首
、
制

書
褒
美
、
班
之
四
海
、
挙
負
薪
之
才
、
升
君
子
之
器
。
凡
匹
夫
一
介
、
尚

不
忘
簞
食
之
恵
、
況
臣
居
宰
相
之
位
、
同
氣
之
親
哉
。
宜
當
暴
骸
膏
野
、

爲
百
僚
先
、
而
愚
頑
之
質
、
加
以
固
病
、
誠
羞
負
乗
、
辱
汚
輔
將
之
位
、

將
被
詩
人
三
百
赤
紱
之
刺
。
今
方
域
晏
然
、
要
荒
無
儆
、
將
遵
上
德
無
爲

之
時
也
。
文
官
猶
可
并
省
、
武
職
尤
不
宜
建
。
昔
象
封
有
鼻
、
不
任
以
政
、

誠
由
愛
深
、
不
忍
揚
其
過
悪
。
前
事
之
不
忘
、
來
事
之
師
也
。
自
漢
興
以

来
、
宗
室
子
弟
無
得
在
公
卿
位
者
。
惟
陛
下
審
覧
虞
帝
優
養
母
弟
、
遵
承

舊
典
、
終
卒
厚
恩
。
乞
上
驃
騎
將
軍
印
綬
、
退
就
蕃
國
、
願
蒙
哀
憐
」。

帝
優
詔
不
聽
。
其
後
數
陳
乞
、
辭
甚
懇
切
。
五
年
乃
許
還
國
、
而
不
聽
上

將
軍
印
綬
」。

⑤　

腰
八
尺
二
寸　
『
後
漢
書
』
本
伝
に
こ
の
句
は
な
く
、『
芸
文
類
聚
』
四

五
に
引
く
『
東
觀
漢
記
』
に
、「
蒼
美
鬢
髯

0

0

0

、
腰0

帶
八0

赤マ
マ

（
尺0

）
二
寸

0

0

」。

⑥　

副
其
腰
腹
也　
『
後
漢
書
』
本
伝
に
、「
十
一
年
、
蒼
與
諸
王
朝
京
師
、

月
餘
還
國
。
帝
臨
送
歸
宮
、
悽
然
懷
思
、
乃
遣
使
手
詔
國
中
傳
曰
、「
辭

別
之
後
、
獨
坐
不
樂
、
因
就
車
歸
、
伏
軾
而
吟
、
瞻
望
永
懷
、
實
勞
我
心
。

誦
及
采
菽
、
以
増
歎
息
。
日
者
問
東
平
王
處
家
何
等
最
樂
。
王
言
爲
善
最

樂
、
其
言
甚
大
、
副0

是
要
腹

0

0

矣
。
今
送
列
侯
印
十
九
枚
、
諸
王
子
年
五
歳

已
上
能
趨
拝
者
、
皆
令
帶
之
」。」『
東
觀
漢
記
』
に
も
同
趣
旨
の
記
事
の

あ
っ
た
こ
と
が
、『
芸
文
類
聚
』
四
五
に
引
か
れ
る
同
書
に
見
え
る
。

⑦　

帝
以
所
自
作
光
武
本
紀
示
蒼
云
云　
『
後
漢
書
』
本
傳
に
、「
十
五
年
春
、
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行
幸
東
平
、
賜
蒼
錢
千
五
百
萬
、
布
四
萬
匹
。
帝
以
所
作
光
武
本
紀
示
蒼

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

蒼
因
上
孝
武
受
命
中
興
頌

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
帝
甚
善
之
、
以
其
文
典
雅
、
特
令
校
書
郎
賈

逵
爲
之
訓
詁
」。

⑧　

類
相
如
・
揚
雄　
『
文
選
』
六
〇
梁
の
任
昉
「
斉
竟
陵
文
宣
王
行
状
」

に
、「
昔
沛
獻
訪
對
於
雲
臺
、
東
平
斉
聲
於
楊
史
」。
李
善
注
に
『
東
觀
漢

記
』
を
引
い
て
い
う
。「
上
以
所
自
作
光
武
皇
帝
本
紀
示
東
平
憲
王
蒼
。

蒼
因
上
世
祖
受
命
中
興
頌
。
上
甚
善
之
、
以
問
校
書
郎
、
此
與
誰
等
。
皆

言
類
相
如
・
楊
雄
、
前
代
史
岑
比
之
」。
司
馬
相
如
と
揚
雄
は
前
漢
最
大

の
文
人
と
評
価
さ
れ
る
人
物
で
、
劉
蒼
の
文
章
に
対
す
る
高
い
賛
辞
を
意

味
す
る
。

⑨　

史
岑　
『
後
漢
書
』
文
苑
列
傳
上
の
王
隆
傳
に
、「
初
、
王
莽
末
、
沛
國

史
岑
子
孝
亦
以
文
章
顕
、
莽
以
爲
謁
者
。
著
頌
・
誄
・
復
神
・
説
疾
凡
四

篇
」。
そ
の
章
懷
太
子
李
賢
注
に
、「
岑
一
字
孝
山
、
著
出
師
頌
」。「
出
師

頌
」
は
『
文
選
』
四
七
に
収
め
ら
れ
る
。
そ
の
李
善
注
に
、
史
岑
に
「
和

熹
鄧
后
頌
」
の
あ
る
こ
と
を
記
し
た
あ
と
、「
又
東
觀
漢
記
、
東
平
王
蒼

上
光
武
中
興
頌
。
明
帝
問
校
書
郎
、「
此
與
誰
等
」。
對
云
、「
前
世
史
岑

之
比
」。
斯
則
莽
末
之
史
岑
。
明
帝
之
時
、
已
云
前
世
、
不
得
爲
和
熹
之

頌
明
矣
。
然
蓋
有
二
史
岑
。
字
子
孝
者
、
仕
王
莽
之
末
、
字
孝
山
者
、
當

和
熹
之
際
。
但
書
典
散
亡
、
未
詳
孝
山
爵
里
。
諸
家
遂
以
孝
山
之
文
、
載

於
子
孝
之
集
、
非
也
」。
李
善
の
説
に
對
し
て
も
賛
否
両
論
が
あ
る
が
、

煩
瑣
に
渉
る
の
で
略
す
。

⑩　

章
帝
時
云
云　
『
後
漢
書
』
本
傳
に
、「［
建
元
］
六
年
冬
、
蒼
上
疏
求

朝
。
明
年
正
月
、
帝
許
之
。
特
賜
装
錢
千
五
百
萬
、
其
餘
諸
王
各
千
萬
。

帝
以
蒼
渉
寒
露
、
遣
謁
者
賜
貂
裘
、
及
太
官
食
物
珍
果
、
使
大
鴻
臚
竇
固

持
節
郊
迎
」。

11　

劉
輔
性
矜
嚴
、
有
盛
名
。
深
沈＊
好
經
書
、
善
説
京
氏
易
、
論
集

經
傳
及
圖
讖
文
、
作
五
經
通
論
。
儒
者
得
以
明
事
、
世
號
之
曰
沛
王

通
論＊
。
明
帝
甚
敬＊
之
、
賞
賜
恩
寵
加
異
、
數
訪
問
以
事
。
京
師
少
雨
、

上
御
雲
臺
、
召
尚
席
取
卦
具
自
卦
、
以
周
易
卦
林
占
之
。
其
繇
曰
、

「
螘＊
封
穴
戸
、
大
雨
將
集
」。
明
日
大
雨
、
上
卽
以
詔
書
問
。
輔
對
、

深
被
知
遇
。
詔
報
曰
、「
善
哉
、
王
次
序
之
也
」。
月
爲
一
卦
、
以
當

游
戲
、
稱
爲
賢
王
。

　

劉
輔
（
後
漢
の
沛
獻
王
）
は
慎
み
深
く
謹
厳
な
人
が
ら
で
、
高
い

名
声
が
あ
っ
た
。
経
書
を
耽
読
し
て
、
京
氏
の
『
易
』
を
説
く
の
を

得
意
と
し
、
集
經
の
傳
及
び
圖
讖
の
文
を
論
じ
て
、『
五
經
通
論
』

を
作
っ
た
。
儒
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
と
が
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
、
世
に
『
沛
王
通
論
』
と
称
せ
ら
れ
た
。
明
帝
は
彼
を
厚

く
敬
っ
て
、
一
方
な
ら
ぬ
恩
寵
を
賜
り
、
し
ば
し
ば
諸
事
に
つ
い
て

諮
問
し
た
。
都
で
雨
が
少
な
か
っ
た
と
き
、
帝
は
雲
臺
に
赴
い
て
、

①

②

③

④

⑤

⑥
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上
席
に
輔
を
を
召
し
、〔
輔
は
〕
自
ら
占
具
を
取
っ
て
卦
を
立
て
て
、

『
周
易
卦
林
』
に
よ
り
占
っ
た
。
そ
の
占
辭
に
は
「
蟻　

穴
の
戸
を

封
じ
、
大
雨
將
に
集
ま
ら
ん
と
す
」
と
あ
っ
た
。
明
く
る
日
大
雨
が

降
り
、
帝
は
さ
っ
そ
く
詔
書
に
よ
っ
て
輔
に
問
う
た
。
輔
の
応
答
は
、

深
く
帝
の
思
し
召
し
に
か
な
っ
た
。
返
書
の
詔
に
は
、「
善
き
か
な
、

王
よ
こ
れ
を
論
理
だ
て
よ
」
と
あ
っ
た
。
輔
は
月
ご
と
に
一
卦
を
編

成
し
、
そ
れ
を
楽
し
み
と
し
て
い
て
、
賢
王
と
称
せ
ら
れ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
深
沈
：
太
平
御
覧
六
〇
二
所
引
『
金
樓
子
』
→
沈
深
。
＊
論
：『
太
平
御

覧
』
六
〇
二
所
引
文
無
此
字
。
＊
敬
：
御
覧
所
引
文
・
抄
本
・
百
子
本
・
筆

記
小
説
本
下
有
「
重
」
字
。
＊
螘
：
百
子
本
・
筆
記
小
説
本
→
幢隑
。

〔
注
〕

①　

劉
輔
性
矜
嚴
云
云　

劉
輔
（
？
〜
八
四
）
は
、
光
武
帝
の
子
。
母
は
郭

皇
后
。
建
武
十
五
年
に
右
翊
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
十
七
年
に
中
山
王
に
転
じ
、

二
十
年
に
沛
王
に
徙
っ
た
。『
後
漢
書
』
四
二
沛
獻
王
輔
傳
に
、「
輔
矜
嚴

有
法
度
、
好
經
書

0

0

0

、
善
説
京
氏
易

0

0

0

0

0

・
孝
経
・
論
語
傳
及
圖
讖
、
作
五
經
論

0

0

0

0

、

時
號
之
曰
沛
王
通
論
。
在
國
謹
節
、
終
始
如
一
、
稱
爲
賢
王

0

0

0

0

。
顯
宗
敬
重
、

數
加
賞
賜
。
立
四
十
六
年
薨
」。

②　

京
氏
易　

前
漢
の
京
房
（
前
七
七
〜
前
三
七
）
に
始
ま
る
『
易
』
の
テ

ク
ス
ト
、
ま
た
『
易
』
の
學
。『
隋
書
』
経
籍
志
経
部
易
類
序
に
、
後
漢

施
・
孟
・
梁
丘
・
京
氏
、
凡
四
家
並
立
、
而
傳
者
甚
衆
」。

③　

論
集
經
傳
及
圖
讖
文　
「
集
經
」
と
は
、
五
經
の
ほ
か
、『
孝
経
』『
論

語
』
を
含
め
た
經
書
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
『
隋
書
』
經
籍
志
の

經
部
で
は
『
易
』『
書
』『
詩
』『
禮
』『
樂
』『
春
秋
』
の
あ
と
、『
孝
経
』

『
論
語
』
そ
し
て
讖
緯
が
こ
の
順
序
で
排
さ
れ
る
。『
後
漢
書
』
本
傳
の

相
当
す
る
個
所
に
は
「
善
説
京
氏
易
・
孝
経
・
論
語
傳
及
圖
讖
」
と
あ
る

こ
と
、
①
参
照
。『
東
観
漢
記
』（
輯
本
）
で
は
「
論
集
經
傳
圖
讖
、
作
五

經
通
論
」
と
あ
っ
て
、『
金
樓
子
』
に
近
い
。

④　

京
師
少
雨
云
云　

10
の
注
⑧
に
引
い
た
『
文
選
』
六
〇
の
任
昉
「
斉
竟

陵
文
宣
王
行
状
」
に
「
昔
沛
献
訪
対
於
雲
台
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に

『
東
観
漢
記
』
を
引
い
て
い
う
。「
沛
獻
王
輔
、
永
平
五
年
秋
、
京
師
少

雨
、
上
御
雲
臺
、
召
尚
席
取
卦
具
自
卦
、
以
周
易
卦
林
占
之
。
其
繇
曰
、

『
蟻
封
穴
戸
、
大
雨
將
集
』。
明
日
大
雨
、
上
卽
以
詔
書
問
輔
曰
、『
道
豈

有
是
邪
』。
輔
上
書
曰
、『
案
易
卦
震
之
蹇
、
蟻
封
穴
戸
、
大
雨
將
集
。
蹇
、

艮
下
坎
上
、
艮
爲
山
、
坎
爲
水
、
出
雲
爲
雨
、
蟻
穴
居
而
知
雨
。
將
雲
雨
、

蟻
封
穴
者
、
故
以
蟻
爲
興
文
』。
詔
報
曰
、『
善
哉
、
王
次
序
之
』」。『
初

学
記
』
二
、『
太
平
御
覧
』
一
〇
・
七
二
に
も
幾
ら
か
の
異
同
を
含
み
つ

つ
同
文
が
あ
る
。

⑤　

月
爲
一
卦
二
句　

こ
れ
に
相
当
す
る
文
は
『
後
漢
書
』
及
び
『
東
観
漢

記
』
輯
本
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

⑥　

稱
爲
賢
王　

①
に
引
く
『
後
漢
書
』
本
傳
参
照
。
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金
樓
子
訳
注
（
十
）（
興
膳
）

12　

劉
羨
少
好
學
、
博
通
經
傳
、
有
威
嚴
、
與
諸
儒
講
論
於
白
虎
殿
。

帝
以
廣
平
在
北
、
多
有
邊
費
、
乃
徙
羨
爲
西
平
王＊
、
又
徙
封
陳
王
。

　

劉
羨
（
後
漢
の
西
平
王
）
は
若
く
し
て
学
問
を
好
み
、
広
く
經
書

の
傳
に
通
じ
て
い
て
、
威
厳
が
あ
り
、
儒
者
た
ち
と
白
虎
殿
で
講
書

討
論
を
行
な
っ
た
。
明
帝
は
［
羨
の
封
地
で
あ
る
］
廣
平
が
北
の
辺

地
に
在
っ
て
、
防
禦
の
費
用
が
か
さ
む
た
め
に
、
羨
を
西
平
王
に
移

し
、
さ
ら
に
移
し
て
陳
王
に
封
じ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
西
平
王
：
底
本
は
「
平
西
王
」。
抄
本
・
四
庫
本
等
に
よ
っ
て
改
め
る
。

〔
注
〕

①　

劉
羨
少
好
學
云
云　

劉
羨
（
？
〜
九
六
）
は
、
明
帝
の
子
。
母
は
不
明
。

永
平
三
年
、
廣
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
の
ち
西
平
王
に
移
り
、
さ
ら
に
章
帝

の
死
後
、
遺
詔
に
よ
り
陳
王
に
移
っ
た
。『
後
漢
書
』
五
〇
陳
敬
王
羨
傳

に
、「
羨
博
渉
經
書

0

0

0

0

0

、
有
威
厳

0

0

0

、
與
諸
儒
講
論
於
白
虎
殿

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
七
年
、
帝
以

0

0

廣
平
在
北

0

0

0

0

、
多
有
邊
費

0

0

0

0

、
乃
徙
羨
爲
西
平
王

0

0

0

0

0

0

0

、
分
汝
南
八
縣
爲
國
。
及
帝

崩
、
遺
詔
徙
封

0

0

爲
陳
王

0

0

、
食
淮
陽
郡
、
其
年
就
國
。
立
三
十
七
年
薨
」。

②　

與
諸
儒
講
論
於
白
虎
殿　
『
後
漢
書
』
章
帝
紀
の
建
初
四
年
十
一
月
壬

戌
に
、「
於
是
下
太
常
、
將
・
大
夫
・
博
士
・
議
郎
・
郎
官
及
諸
生
・
諸

儒
會
白
虎
觀
、
講
議
五
經
同
異
、
使
五
官
中
郎
將
魏
應
承
制
問
、
侍
中
淳

于
恭
奏
、
帝
親
稱
制
臨
決
、
如
孝
宣
甘
露
石
渠
故
事
、
作
白
虎
議
奏
」。

『
白
虎
議
奏
』
と
は
、
こ
の
講
論
の
結
果
を
班
固
が
ま
と
め
た
『
白
虎

通
』（『
白
虎
通
德
論
』）
を
い
う
。『
後
漢
書
』
四
〇
班
固
傳
に
、「
天
子

會
諸
儒
講
論
五
經
、
作
白
虎
通
德
論
、
令
固
撰
集
其
事
」。『
隋
書
』
經
籍

志
經
部
論
語
類
に
、『
白
虎
通
』
六
巻
が
錄
さ
れ
る
。

13　

劉
睦
少
好
學
、
博
通
書
傳
。
光
武
愛
之
、
數
被
延
納
。
顯
宗
在

東
宮
、
尢
見
幸
、
入
則
諷
誦
、
出
則
執
轡
。
中
興
初
、
禁
網
尚
闊
、

而
睦
性
謙
恭
好
士
、
千
里
交
結
、
自
大
儒
宿
德
、
莫
不
造
門
、
由
是

聲
價
益
廣
。
永
平
中
、
法
憲
頗
峻
、
睦
乃
謝
絶
賓
客
、
放
心
音
樂
。

歳
遣
大
夫
奉
璧
朝
賀
、
召
而
謂
曰
、「
朝
廷
設
問
寡
人
、
大
夫
將
何

辭
以
對
」。
使
者
曰
、「
大
王
忠
孝
仁
慈
、
敬
賢
樂
士
」。
睦
曰
、「
吁
、

子
危
我
也
。
其
對
以
孤
襲
爵
以
來
、
志
意
衰
惰
、
聲
色
是
娯
、
犬
馬

是
好
」。
使
者
受
命
而
行
。
其
能
屈
伸
如
此
。
初
靖
王
薨
、
悉
推
財

産
與
諸
弟
、
雖
王
車
服
珍
寶
、
非
列
侯
制
、
皆
以
爲
分
、
然
後
隨
以

金
帛
贖
之
。
能
屬
文
、
作
春
秋
旨
義
終
始
論
及
賦
頌
數
十
篇
。
又
喜

史
書
、
當
時
以
爲
楷
則
。
及
寢
疾
、
帝
驛
馬
令
作
草
書
尺
牘
十
首
。

①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨
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劉
睦
（
後
漢
の
北
海
王
）
は
若
い
こ
ろ
か
ら
学
問
好
き
で
、
博
く

書
籍
に
通
じ
て
い
た
。
光
武
帝
は
彼
を
愛
し
て
、
し
ば
し
ば
引
見
を

賜
っ
た
。
顯
宗
（
明
帝
）
が
皇
太
子
だ
っ
た
こ
ろ
、
こ
と
に
愛
せ
ら

れ
、
内
に
あ
る
と
き
は
詩
文
を
朗
誦
し
、
外
出
の
と
き
は
車
の
手
綱

を
執
っ
た
。
建
武
中
興
の
初
期
は
、
法
網
も
ま
だ
大
ま
か
だ
っ
た
が
、

睦
は
謙
虚
な
人
が
ら
で
人
材
を
好
み
、
千
里
の
四
方
ま
で
交
わ
り
を

結
ん
だ
の
で
、
有
名
な
学
者
や
有
德
の
長
老
な
ど
、
そ
の
門
に
至
ら

ざ
る
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
名
声
は
ま
す
ま
す
広
が
っ
た
。
永
平
年
間

に
、
法
令
が
か
な
り
厳
し
く
な
る
と
、
睦
は
賓
客
を
謝
絶
し
て
、
も

っ
ぱ
ら
音
楽
に
心
を
遊
ば
せ
た
。
歳
末
に
な
る
と
王
国
か
ら
使
者
を

派
遣
し
璧
玉
を
捧
げ
て
年
賀
の
祝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

睦
は
使
者
を
呼
び
寄
せ
て
い
う
に
は
、「
天
子
が
も
し
わ
た
し
に
つ

い
て
質
問
な
さ
れ
た
ら
、
そ
な
た
は
何
と
お
答
え
す
る
の
か
」。
使

者
が
申
す
に
は
、「
大
王
さ
ま
は
忠
孝
仁
慈
の
お
方
で
、
賢
者
を
敬

い
人
材
を
愛
で
て
お
ら
れ
る
と
申
し
上
げ
ま
す
」。
睦
は
い
っ
た
、

「
あ
あ
、
そ
な
た
は
わ
た
し
を
危
地
に
追
い
こ
む
の
か
。
わ
た
し
は

爵
位
を
嗣
い
で
こ
の
か
た
、
こ
こ
ろ
も
ち
は
だ
ら
け
て
、
音
楽
と
女

色
を
楽
し
み
、
犬
や
馬
に
う
つ
つ
を
ぬ
か
し
て
い
る
と
申
し
上
げ
る

の
だ
」。
使
者
は
命
を
受
け
て
出
立
し
た
。
王
が
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
に
対
処
す
る
さ
ま
は
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
。
先
に
父
の
靖
王
が

薨
去
し
た
と
き
に
は
、
こ
と
ご
と
く
財
産
を
弟
た
ち
に
譲
り
与
え
て
、

王
の
車
服
珍
寶
が
、
列
侯
の
身
分
に
は
所
持
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
て
も
、
み
な
分
与
し
た
上
で
、
の
ち
に
金
帛
を
以
て
買
い
戻
し

た
。
文
章
を
作
る
の
に
巧
み
で
、『
春
秋
旨
義
終
始
論
』
及
び
賦
・

頌
数
十
篇
を
著
し
た
。
ま
た
史
書
（
隷
書
）
を
愛
好
し
て
、
当
時
の

模
範
と
さ
れ
た
。
病
の
床
に
臥
す
と
、
帝
は
駅
伝
の
早
馬
を
差
し
向

け
て
草
書
體
の
尺
牘
十
首
を
作
ら
せ
た
。

〔
注
〕

①　

劉
睦
少
好
學
云
云　

劉
睦
（
？
〜
七
四
）
は
、
北
海
靖
王
劉
興
の
子
。

永
平
八
年
、
父
の
爵
を
嗣
い
で
王
と
な
っ
た
。『
後
漢
書
』
一
四
北
海
靖

王
興
傳
に
、「
睦
少
好
學

0

0

0

、
博
通
書
傳

0

0

0

0

。
光
武
愛
之
、
數
被
延
納
。
顯
宗

之
在
東
宮
、
尤
見
幸
待
、
入
侍
諷
誦

0

0

0

0

、
出
卽
執
轡

0

0

0

0

。
中
興
初

0

0

0

、
禁
網
尚
闊

0

0

0

0

、

而
睦
性
謙
恭
好
士

0

0

0

0

0

0

0

、
千
里
交
結

0

0

0

0

、
自
名
儒
宿
德

0

0

0

0

0

、
莫
不
造
門

0

0

0

0

、
由
是
聲
價

0

0

0

0

益
廣

0

0

。
永
平
中

0

0

0

、
法
憲
頗
峻

0

0

0

0

、
睦
乃
謝
絶
賓
客

0

0

0

0

0

0

、
放
心
音
楽

0

0

0

0

。
然
性
好
読

書
、
常
爲
愛
翫
。
歳
終

0

0

、
遣0

中
大
夫
奉
璧
朝
賀

0

0

0

0

0

0

、
召
而
謂

0

0

0

之
曰0

、『
朝
廷

0

0

設
問
寡
人

0

0

0

0

、
大
夫
將
何
辭
以
對

0

0

0

0

0

0

0

』。
使
者
曰

0

0

0

、『
大
王
忠
孝
慈
仁

0

0

0

0

0

0

、
敬
賢
樂

0

0

0

士0

。
臣
雖
螻
蟻
、
敢
不
以
實
』。
睦
曰
、『
吁0

、
子
危
我

0

0

0

哉
。
此
乃
孤
幼
時
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進
趣
之
行
也
。
大
夫
其
對
以
孤

0

0

0

0

襲
爵
以
來

0

0

0

、
志
意
衰
惰

0

0

0

0

、
聲
色
是
娯

0

0

0

0

、
犬0

馬
是
好

0

0

0

』。
使
者
受
命
而
行

0

0

0

0

0

0

。
其
能
屈
申
若
此

0

0

0

0

0

0

」。『
太
平
御
覧
』
四
二
三

人
事
部
に
引
く
『
東
觀
漢
記
』
及
び
『
後
漢
紀
一
〇
明
帝
紀
下
』
に
も
ほ

ぼ
同
内
容
の
記
事
が
あ
る
。

②　

大
夫　
『
後
漢
書
』
本
傳
に
は
「
中
大
夫
」
と
あ
り
、
そ
の
李
賢
注
に
、

「
中
大
夫
、
王
国
官
也
」
ま
た
『
續
漢
志
』（『
續
漢
書
』
百
官
志
）
を
引

い
て
、「
中
大
夫
、
比
六
百
石
、
無
員
。
掌
奉
王
使
京
都
奉
璧
賀
正
月
、

及
使
諸
国
。
本
皆
持
節
、
後
去
節
」。
さ
ら
に
『
爾
雅
』（
釈
器
）
を
引
い

て
、「
肉
倍
好
、
謂
之
璧
」。
好
、
孔
也
。

③　

朝
廷　
『
後
漢
書
』
本
傳
の
李
賢
注
に
、「
朝
廷
謂
天
子
也
」。

④　

吁　
『
後
漢
書
』
本
傳
の
李
賢
注
に
、「
吁
音
虛
」。
ま
た
孔
安
国
『
尚

書
』（
堯
典
）
の
傳
を
引
い
て
、「
吁
者
、
疑
怪
之
聲
也
」。

⑤　

子
危
我
也　
『
後
漢
書
』
本
傳
で
は
、
こ
の
下
に
「
此
乃
孤
幼
時
進
趣

之
行
也
」
と
あ
り
、
そ
の
李
賢
注
に
、「『
東
觀
［
漢
］
記
』『
續
漢
書
』

並
び
に
云
う
」
と
し
て
、「
是
吾
幼
時
狂
惷
之
行
也
」。

⑥　

初
靖
王
薨　
『
後
漢
書
』
本
傳
に
、「
初
靖
王
薨
、
悉
推
財
産
與
諸
弟
、

雖
王
車
服
珍
寶
非
列
侯
制
、
皆
以
爲
分
、
然
後
隨
以
金
帛
贖
之
。
睦
能
屬

文
、
作
春
秋
旨
義
終
始
論
及
賦
頌
數
十
篇
。
又
善
史
書
、
當
世
以
爲
楷
則
。

及
寢
病
、
帝
驛
馬
令
作
草
書
尺
牘
十
首
。
立
十
年
薨
、
子
哀
王
基
嗣
」。

⑦　

史
書　

史
官
の
用
い
る
書
体
の
意
で
、
具
体
的
に
は
隷
書
を
い
う
。

『
漢
書
』
九
元
帝
紀
賛
に
、「
臣
外
祖
兄
弟
爲
元
帝
侍
中
、
語
臣
曰
、
元

帝
多
才
藝
、
善
史
書

0

0

」。
王
先
謙
補
注
に
、「
蓋
史
書
者
、
令
史
所
習
之
書
、

猶
言
隷
書
也
。
善
史
書
者
、
講
能
識
字
、
作
隷
書
耳
」。
ま
た
段
玉
裁

『
説
文
解
字
注
』
一
五
上
叙
注
に
も
、「
漢
人
謂
隷
書
爲
史
書

0

0

。
故
孝
元

帝
・
孝
成
許
皇
后
・
王
尊
・
嚴
延
年
・
楚
王
侍
者
馮
嫽
・
後
漢
孝
和
帝
・

和
熹
鄧
皇
后
・
順
烈
梁
皇
后
・
北
海
敬
王
睦
・
樂
成
靖
王
黨
・
安
帝
生
母

左
姫
・
魏
胡
昭
史
、
皆
云
善
史
書
。
大
致
皆
謂
適
於
時
用
」。

⑧　

草
書　

元
来
は
早
書
き
の
隷
書
の
こ
と
。
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙

に
、
秦
の
書
に
「
八
體
有
り
」
と
し
て
そ
の
八
に
「
隷
書
」
を
挙
げ
、
さ

ら
に
「
漢
興
有
艸
書
」
と
い
う
。
唐
の
張
懐
瓘
『
書
斷
』（『
法
書
要
録
』

七
）
に
、「
後
漢
北
海
敬
王
劉
穆マ
マ

（
睦
）
善
草
書
、
光
武
器
之
。
明
帝
爲

太
子
、
尤
見
親
幸
、
甚
愛
其
法
。
及
穆マ
マ

（
睦
）
臨
病
、
明
帝
令
爲
草
書
尺

牘
十
餘
首
。
此
其
創
開
草
書
之
善
也
」。

⑨　

尺
牘　
『
後
漢
書
』
本
傳
の
李
賢
注
に
、「
説
文
（
七
上
）
云
、『
牘
、

書
版
也
』。
蓋
長
一
尺
、
因
取
名
焉
」。

14　

曹
袞＊
好
學
讀
書
、
左
右
常
恐
精
力
爲
病
、
苦
諫
之
。
毎
弟
兄
游

娯
、
袞
獨
覃
思
經
典
。
文
學
防
輔
相
與
言
曰
、「
受
詔＊
察
公
舉
措
、

有
過
當
奏
、
及
有
善
、
亦
宜
以
聞
、
不
可
匿
其
美
也
。
遂
其
表
稱
陳

袞
美
。
袞
聞
之
、
大
驚
、
責
文
學
曰
、「
修
身
自
守
、
常
人
之
行
耳
。

諸
君
乃
以
上
聞
、
是
適
所
以
増
負
累
也
。
後
黄
龍
見
鄴
西
漳
水
、
裒

上
書
讃
頌
。
性
尚
儉
約
、
教
敕
妃
妾
紡
績
、
習
爲
家
人
之
事
。
病
困
、

敕
令
官
屬
曰
、「
吾
寡
德
忝
寵
、
天
命＊
將
盡
。
吾
旣
好
儉
、
而
聖
朝

①

②

③
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著
終
誥
之
制
、
爲
天
下
法
。
吾
氣
絶
之
日
、
自
殯
及
葬
、
務
奉
詔
書
。

衞
大
夫
蘧
瑗
葬
濮
陽
、
吾
望
其
墓＊
、
常
想
遺
風
。
願
託
賢
靈
以
弊
髪

齒
、
營
吾
兆
域
、
必
往
從
之
。
禮
、『
男
子
不
卒
婦
人
之
手
』。
亟
以

時
成
東
堂
」。
堂
成
、
名
之
曰
遂
志
之
堂
。

　

曹
袞
（
魏
の
中
山
王
）
は
学
問
好
き
で
よ
く
読
書
し
、
周
囲
の
者

は
い
つ
も
精
力
を
使
い
過
ぎ
て
病
気
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
恐
れ
て
、

ね
ん
ご
ろ
に
諫
め
た
。
い
つ
も
兄
弟
で
遊
び
楽
し
む
と
き
に
、
袞
は

独
り
経
典
に
思
い
を
凝
ら
し
て
い
た
。
文
学
と
防
輔
の
兩
官
が
言
い

あ
う
に
は
、「
君
命
を
受
け
て
王
の
行
動
を
観
察
し
て
い
て
、
過
失

が
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
奏
上
す
べ
き
だ
が
、
善
行
が
あ
っ
て
も
お
耳
に

入
れ
る
の
が
当
然
で
、
美
点
を
隠
し
て
は
い
け
な
い
」
と
。
か
く
て

共
同
し
て
袞
の
美
点
を
称
揚
し
た
。
袞
は
そ
れ
を
聞
く
と
大
い
に
驚

き
、
文
学
の
官
を
責
め
て
い
っ
た
、「
身
を
修
め
て
ふ
る
ま
い
を
慎

む
の
は
、
普
通
の
人
の
や
る
こ
と
だ
。
な
の
に
諸
君
が
そ
れ
を
お
上

に
報
告
す
る
の
は
、
わ
た
し
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
」
と
。

の
ち
黄
色
の
龍
が
鄴
西
の
漳
水
に
出
現
す
る
と
、
袞
は
上
書
し
て
天

子
の
德
を
讃
え
た
。
倹
約
を
尚
ぶ
人
が
ら
で
、
妃
や
妾
た
ち
に
命
じ

て
糸
つ
む
ぎ
と
機
織
り
を
習
わ
せ
、
家
人
の
仕
事
と
さ
せ
た
。
病
が

重
く
な
る
と
、
属
官
た
ち
に
命
じ
て
い
う
に
は
、「
わ
た
し
は
德
が

少
な
い
の
に
恩
寵
を
忝
く
し
て
い
る
が
、
寿
命
は
も
は
や
尽
き
よ
う

と
し
て
い
る
。
わ
た
し
は
倹
約
を
好
ん
で
き
た
が
、
お
上
は
死
後
の

奢
侈
を
戒
め
る
制
度
を
お
お
や
け
に
し
て
、
天
下
の
規
範
と
さ
れ
た
。

わ
が
息
絶
え
て
の
ち
は
、
殯
（
か
り
も
が
り
）
か
ら
埋
葬
に
至
る
ま

で
、
詔
書
の
通
り
に
務
め
よ
。
衛
の
大
夫
蘧
瑗
は
濮
陽
に
葬
ら
れ
た

が
、
わ
た
し
は
そ
の
墓
を
望
み
や
っ
て
、
そ
の
遺
風
を
慕
っ
て
き
た
。

こ
の
賢
者
の
御
魂
に
よ
り
そ
っ
て
わ
が
身
を
朽
ち
さ
せ
、
墓
地
を
営

む
に
は
、
か
な
ら
ず
彼
処
に
赴
き
た
い
と
願
う
。『
禮
』
に
は
、『
男

子
た
る
者
、
婦
人
に
世
話
さ
れ
て
は
死
な
ぬ
』
と
あ
る
。
す
み
や
か

に
間
に
合
う
よ
う
東
堂
を
完
成
せ
よ
」。
堂
が
完
成
す
る
と
、「
遂
士

の
堂
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
曹
袞
：
底
本
は
「
袞
」
を
「
裒
」
に
作
る
。
底
本
校
記
に
い
う
、「
魏
書

作
袞
、
別
本
作
褒
」。『
三
国
志
』
魏
書
本
傳
に
従
っ
て
「
袞
」
に
改
め
る
。

＊
曰
受
詔
：
抄
本
→
受
詔
詔
。
＊
天
命
：
百
子
本
→
大
命
。
＊
墓
：
百
子
本

を
除
く
諸
本
は
「
基
」
に
作
る
が
、
魏
書
本
傳
に
拠
っ
て
改
め
る
。
百
子
本

④

⑤

⑥

⑦

⑧
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→
墓
。

〔
注
〕

①　

曹
袞
好
學
讀
書
云
云　

曹
袞
（
？
〜
二
三
三
）
は
、
武
帝
曹
操
の
子
。

母
は
杜
夫
人
。
建
安
二
十
一
年
、
平
郷
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
の
ち
東
郷
侯
、

賛
王
、
濮
陽
王
等
を
経
て
、
太
和
六
年
、
中
山
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。『
三

国
志
』
魏
書
二
〇
中
山
恭
王
袞
傳
に
、「
少
好
学

0

0

、
年
十
餘
歳
能
屬
文
。

毎
讀
書
、
文
學
左
右
常
恐

0

0

0

0

以
精
力
爲
病

0

0

0

0

、
數
諫0

止
之0

、
然
性
所
樂
、
不
能

廢
也
。（
中
略
）
毎
兄
弟
游
娯
、
袞
獨
覃
思
経
典
。
文
學
防
備
相
與
言
曰

0

0

0

0

0

0

0

0

、

『
受
詔
察
公
擧
錯

0

0

0

0

0

0

、
有
過
當
奏

0

0

0

0

、
及
有
善

0

0

0

、
亦
宜
以
聞

0

0

0

0

、
不
可
匿
其
美

0

0

0

0

0

也0

』。
遂0

共
表
稱
陳
袞
美

0

0

0

0

0

。
袞
聞
之

0

0

0

、
大
驚

0

0

懼
、
責0

譲
文
學
曰

0

0

0

、『
脩
身
自

0

0

0

守0

、
常
人
之
行
耳

0

0

0

0

0

。
而
諸
君
乃
以
上
聞

0

0

0

0

0

0

、
是
適
所
以
増

0

0

0

0

0

其
負
累
也

0

0

0

。
且
如

有
善
、
何
患
不
聞
、
而
遽
共
如
是
、
是
非
益
我
者
』。
其
戒
愼
如
此
。
三

年
、
爲
北
海
王
。
其
年
、
黃
龍
見
鄴
西
漳
水

0

0

0

0

0

0

0

、
袞
上
書
賛
頌

0

0

0

0

0

。
詔
賜
黃
金

十
斤
。（
中
略
）
尚
約
儉

0

0

0

、
敎
敕
妃
妾
紡
績

0

0

0

0

0

0

織
絍
、
習
爲
家
人
之
事

0

0

0

0

0

0

。（
中

略
）
袞
疾
困

0

0

、
敕
令
官
屬

0

0

0

0

曰
、『
吾
寡
德
忝
寵

0

0

0

0

0

、
大
命
將
盡

0

0

0

。
吾
旣
好
儉

0

0

0

0

、

而
聖
朝
著
終
誥
之
制

0

0

0

0

0

0

0

0

、
爲
天
下
法

0

0

0

0

。
吾
氣
絶
之
日

0

0

0

0

0

、
自
殯
及
葬

0

0

0

0

、
務
奉
詔

0

0

0

書0

。
昔
衛
大
夫
蘧
瑗
葬
濮
陽

0

0

0

0

0

0

0

0

、
吾
望
其
墓

0

0

0

0

、
常
想

0

0

其
遺
風

0

0

。
願
託
賢
靈
以

0

0

0

0

0

弊
髪
齒

0

0

0

、
營
吾
兆
域

0

0

0

0

、
必
往
從
之

0

0

0

0

。
禮0

、「
男
子
不
卒
婦
人
之
手

0

0

0

0

0

0

0

0

」、
亟
以

0

0

時
成
東
堂

0

0

0

0

」』。
堂
成

0

0

、
名
之
曰
遂
志
之
堂

0

0

0

0

0

0

0

」。

②　

文
學　

魏
の
諸
王
府
に
設
け
ら
れ
た
官
で
、
文
章
の
こ
と
を
職
掌
と
し

た
。
た
と
え
ば
建
安
七
子
の
う
ち
、
徐
幹
と
應
瑒
は
曹
丕
の
下
で
五
官
將

文
學
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

③　

防
輔　

や
は
り
魏
の
諸
王
府
に
設
け
ら
れ
た
官
で
、
王
の
行
動
の
監
視

を
職
掌
と
し
た
。『
三
国
志
』
魏
書
二
〇
武
文
世
王
公
傳
の
評
に
引
く

『
袁
子
』
に
、「
諸
侯
游
獵
不
得
過
三
十
里
、
又
爲
設
防
輔

0

0

監
國
之
官
以

伺
察
之
。
王
侯
皆
思
爲
布
衣
而
不
能
得
。
旣
違
宗
國
藩
屏
之
義
、
又
虧
親

戚
骨
肉
之
恩
」。

④　

終
誥
之
制　
「
終
制
之
誥
」
と
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
終
制
」
は
、

死
後
の
処
置
。「
終
制
篇
」
四
を
参
照
。
同
篇
で
、
蕭
繹
は
努
め
て
質
素

を
心
が
け
る
よ
う
説
い
て
お
り
、
薄
葬
を
旨
と
す
る
曹
袞
の
主
張
に
共
感

す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
魏
の
「
終
制
之
誥
」
と
は
、「
魏

書
」
二
文
帝
紀
に
い
う
「
終
制
」
の
こ
と
か
。「［
黄
初
三
年
］
冬
十
月
甲

子
、
表
首
陽
山
東
爲
壽
陵
、
作
終
制

0

0

曰
、『
禮
、
國
君
即
位
爲
椑
、
存
不

忘
亡
也
。
昔
堯
葬
穀
林
、
通
樹
之
、
禹
葬
会
稽
、
農
不
易
畝
、
故
葬
於
山

林
、
則
合
乎
山
林
。
封
樹
之
制
、
非
上
古
也
、
吾
無
取
焉
。
壽
陵
因
山
爲

體
、
無
爲
封
樹
、
無
立
寝
殿
、
造
園
邑
、
通
神
道
。
夫
葬
也
者
、
藏
也
、

欲
人
之
不
得
見
也
。
骨
無
痛
痒
之
知
、
冢
非
棲
神
之
宅
、
禮
不
墓
祭
、
欲

存
亡
之
不
黷
也
、
爲
棺
槨
足
以
朽
骨
、
衣
衾
足
以
朽
肉
而
已
。
故
吾
營
此

丘
墟
不
食
之
地
、
欲
使
易
代
之
後
不
知
其
處
。
無
施
葦
炭
、
無
藏
金
銀
銅

鐵
、
一
以
瓦
器
、
合
古
塗
車
芻
靈
之
義
。
棺
但
漆
際
会
三
過
、
飯
含
無
以

珠
玉
、
無
施
珠
襦
玉
匣
、
諸
愚
俗
所
爲
也
。
季
孫
以
璵
璠
斂
、
孔
子
歷
級

而
救
之
、
譬
之
暴
骸
中
原
。
宋
公
厚
葬
、
君
子
謂
華
元
・
樂
莒
不
臣
、
以

爲
棄
君
於
惡
。
漢
文
帝
之
不
發
、
覇
陵
無
求
也
、
光
武
之
掘
、
原
陵
封
樹

也
。
覇
陵
之
完
、
功
在
釋
之
、
原
陵
之
掘
、
罪
在
明
帝
。
是
釋
之
忠
以
利

君
、
明
帝
愛
以
害
臣
也
。
忠
臣
孝
子
、
宜
思
仲
尼
・
丘
明
・
釋
之
之
言
、
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鑒
華
元
・
樂
莒
・
明
帝
之
戒
、
存
於
所
以
安
君
定
親
、
使
魂
靈
萬
載
無
危
、

斯
則
賢
聖
之
忠
孝
矣
。
自
古
及
今
、
未
有
不
亡
之
國
、
亦
無
不
掘
之
墓
也
。

喪
乱
以
來
、
漢
氏
諸
陵
無
不
発
掘
、
至
乃
焼
取
玉
匣
金
鏤
、
骸
骨
并
盡
、

是
焚
如
之
刑
、
豈
不
重
痛
哉
。
禍
由
乎
厚
葬
封
樹
。「
桑
霍
爲
我
戒
」、
不

亦
明
乎
。
其
皇
后
及
貴
人
以
下
、
不
隨
王
之
國
者
、
有
終
没
皆
葬
澗
西
、

前
又
以
表
其
處
矣
。
蓋
舜
葬
蒼
梧
、
二
妃
不
從
、
延
陵
葬
子
、
遠
在
嬴
博
、

魂
而
有
靈
、
無
不
之
也
。
一
澗
之
間
、
不
足
爲
遠
。
若
違
今
詔
、
妄
有
所

變
改
造
施
、
吾
爲
戮
尸
地
下
、
戮
而
重
戮
、
死
而
重
死
。
臣
子
爲
蔑
死
君

父
、
不
忠
不
孝
、
使
使
者
有
知
、
將
不
福
汝
。
其
以
此
詔
藏
之
宗
廟
、
副

在
尚
書
・
秘
書
・
三
府
』。

⑤　

衞
大
夫
蘧
瑗
葬
濮
陽　

蘧
瑗
、
字
は
伯
玉
。
衛
の
大
夫
で
、
孔
子
と
も

親
交
が
深
か
っ
た
。
終
制
篇
に
、「
杜
藏
求
葬
於
蘧
伯
玉
之
側
」
と
あ
る
。

そ
の
注
�
参
照
。
曹
大
家
「
東
征
賦
」（『
文
選
』
一
九
）
に
、「
蘧
氏
在

城
之
東
南
兮
、
民
亦
尚
其
丘
墳
」。
李
善
注
に
、「
蘧
氏
、
蘧
瑗
也
。
陳
留

風
俗
傳
曰
、『
長
垣
縣
有
蘧
郷
、
有
蘧
伯
玉
冢
』」。

⑥　

兆
域　
『
周
禮
』
春
官
冢
人
に
、「
冢
人
掌
公
墓
之
地
、
辨
其
兆
域

0

0

而
爲

之
圖
」。

⑦　

男
子
不
卒
婦
人
之
手　
『
禮
記
』
喪
大
記
に
、「
男
子
不
死
於
婦
人
之
手

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

婦
人
不
死
於
男
子
之
手
」。
鄭
玄
注
に
、「
君
子
重
終
、
爲
其
相
褻
」。

⑧　

遂
志　
『
易
』
困
卦
の
象
傳
に
、「
澤
無
水
困
、
君
子
以
致
命
遂
志

0

0

」。

15　

司
馬
攸
少
以
奇
英
見
稱
、
長
好
經
書
。
武
帝
受
禪
、
攸
督
帥
府
、

鎮
撫
中
外
、
有
佐
命
之
勛
、
封
齊
王
。
初
居
文
帝
喪
、
上
以
攸
至
孝

毀
甚
、
文
明
皇
太
后
親
臨
省
攸
、
攸
毀
瘠
塵
墨
、
貌
不
可
識
。
太
后

留
攸
宅
、
撫
慰
旬
日
。
及
還
中
、
詔
勉
攸
曰
、「
若
萬
一
加
以
他
疾
、

將
復
如
何
。
宜
遠
慮
深
計
、
不
可
守
一
意
、
以
陷
於＊
不
孝
。
若
復
不

從
往
言
、
當
遣
人
監
守
飲
食
」。
攸
好
學
不
倦
、
借
人
書
、
皆
爲
治

護
。
攸
自
受
國
秩
、
表
求
絶
御
府
常
賜
、
前
後
十
餘
、
輒
不
見
聽
。

國
之
文
武
、
下
至
士
卒
、
分
租
賦
以
給
之
、
疾
病
死
亡
、
醫
藥
皆
有

差
。
時
有
水
旱
、
國
内
百
姓
則
加
賑
貸
、
須
豐
年
乃
責
、
十
減
其
二
、

國
内
頼
之
。
文
明
皇
太
后
臨
崩
、
謂
武
帝
曰
、「
桃
符
性
急
、
汝
宜

宏
之
」。
詔
攸
當
世
總
方
岳
、
遂
加
都
督
靑
州
、
増
封
濟
南
郡
、
備

物
典
策
、
軒
懸
之
樂
、
六
佾
之
舞
、
馮
紞
意
也
。
攸
結
氣
病
黄
、
暴

薨
。

　

司
馬
攸
（
晋
の
斉
王
）
攸
は
若
く
し
て
英
才
を
称
え
ら
れ
、
長
じ

て
の
ち
經
書
を
愛
読
し
た
。
武
帝
（
司
馬
炎
、
攸
の
兄
）
が
禅
譲
に
よ

り
即
位
し
て
の
ち
、
攸
は
軍
営
を
統
治
し
て
、
内
外
を
取
り
鎮
め
、

帝
を
輔
佐
す
る
功
績
が
あ
っ
て
、
斉
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
文
帝
（
司

馬
昭
、
攸
の
父
）
の
喪
に
服
し
て
い
た
と
き
、
武
帝
は
攸
が
孝
行
過

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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金
樓
子
訳
注
（
十
）（
興
膳
）

ぎ
て
甚
だ
し
く
痩
せ
衰
え
て
い
る
と
思
っ
た
。
文
明
皇
太
后
（
王
皇

后
、
攸
の
母
）
が
自
ら
攸
を
見
舞
う
と
、
攸
は
悲
し
み
で
痩
せ
衰
え

て
顔
は
黒
ず
み
、
見
分
け
が
つ
か
ぬ
ほ
ど
だ
っ
た
。
太
后
は
攸
の
邸

宅
に
留
ま
っ
て
、
十
日
ば
か
り
も
彼
を
慰
撫
し
た
。
宮
中
に
帰
還
す

る
に
際
し
て
、
詔
に
よ
り
攸
を
励
ま
し
て
い
う
に
は
、「
も
し
も
万

一
ほ
か
の
病
気
に
で
も
な
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
つ
も
り
か
。
よ
く
よ

く
思
慮
を
回
ら
し
て
、
一
つ
の
考
え
だ
け
に
こ
だ
わ
る
あ
ま
り
、
不

孝
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
こ
の
言
い
つ
け
に
従
わ
な
い
な
ら
、

人
を
遣
っ
て
飲
食
を
監
視
さ
せ
ね
ば
な
る
ま
い
」。
攸
は
学
問
を
倦

む
こ
と
な
く
愛
し
、
人
に
書
物
を
借
り
れ
ば
、
自
分
で
校
訂
し
て
か

ら
［
返
し
た
］。
攸
は
國
の
秩
禄
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

上
表
し
て
国
庫
か
ら
の
慣
習
的
な
賜
り
も
の
を
廃
止
す
る
よ
う
、
前

後
十
餘
た
び
も
建
言
し
た
が
、
い
ず
れ
も
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

王
国
中
の
文
武
の
官
に
は
、
下
は
兵
士
に
至
る
ま
で
、
租
税
を
分
配

し
て
給
与
し
、
病
気
の
者
や
死
亡
者
に
は
、
程
度
に
応
じ
て
医
薬
品

を
支
給
し
た
。
水
害
や
旱
魃
の
時
に
は
、
領
国
内
の
民
に
つ
い
て
貸

し
付
け
制
度
を
設
け
、
豊
年
の
歳
に
な
る
の
を
待
っ
て
、
十
分
の
二

を
差
し
引
い
て
返
済
さ
せ
た
の
で
、
国
中
の
人
々
か
ら
頼
り
と
さ
れ

た
。
文
明
皇
太
后
は
崩
御
に
際
し
て
、
武
帝
に
仰
せ
ら
れ
る
に
は
、

「
桃
符
（
攸
）
は
せ
っ
か
ち
な
の
で
、
そ
な
た
が
大
き
な
気
持
ち
で

対
処
す
る
よ
う
に
」
と
。
武
帝
は
詔
を
下
し
て
、
攸
を
現
代
に
お
け

る
諸
侯
の
長
た
る
存
在
と
し
て
、
都
督
青
州
諸
軍
事
の
地
位
を
加
え
、

済
南
郡
を
封
地
に
加
増
し
た
。
特
別
の
栄
誉
と
し
て
、
軒
懸
の
樂
と
、

六
佾
の
舞
と
が
與
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
馮
紞
の
意
に
出
る
も
の
で
あ

る
。
攸
は
［
そ
れ
が
馮
紞
の
策
謀
に
よ
る
と
知
る
と
］
憤
り
の
た
め

黄
疸
の
病
を
發
し
、
急
死
し
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
於
：
抄
本
→
于
。

〔
注
〕

①　

司
馬
攸
少
以
奇
英
見
稱
云
云　

司
馬
攸
（
二
四
八
〜
二
八
三
）
は
、
司

馬
昭
の
次
男
。
字
は
大
猷
。
小
字
は
桃
符
。
母
は
文
明
王
皇
后
。
父
に
寵

愛
さ
れ
、
兄
の
武
帝
が
魏
の
譲
り
を
受
け
て
即
位
す
る
と
、
斉
王
に
封
ぜ

ら
れ
、
晋
の
草
創
期
に
重
き
を
な
し
た
。『
晋
書
』
三
八
文
六
王
傳
の
斉

王
攸
傳
に
、「
少
而
岐
嶷
。
及
長
、
清
和
平
允
、
親
賢
好
施
、
愛
経
籍
、

能
屬
文
、
善
尺
牘
、
爲
世
所
楷
。
才
望
出
武
帝
之
右
、
宣
帝
毎
器
之
。
景

帝
無
子
、
命
攸
爲
嗣
。
從
征
王
淩
、
封
長
樂
亭
侯
。
及
景
帝
崩
、
攸
年
十

歳
、
哀
動
左
右
、
大
見
称
歎
。
襲
封
舞
陽
侯
。
奉
景
獻
羊
后
於
別
第
、
事
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后
以
孝
聞
。
復
歷
散
騎
常
侍
・
歩
兵
校
尉
、
時
年
十
八
、
綏
撫
營
部
、
甚

有
威
恵
。
五
等
建
、
改
封
安
昌
侯
、
遷
衛
將
軍
。（
中
略
）
武
帝
踐
阼
、

封
斉
王
」。

②　

初
居
文
帝
喪
云
云　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
居
文
帝
喪
、
哀
毀
過
禮
、
杖

而
後
起
。
左
右
以
稲
米
乾
飯
雜
理
中
丸
進
之
、
攸
泣
而
不
受
。
太
后
自
往

勉
喩
曰
、『
若
萬
一
加
以
他
疾

0

0

0

0

0

0

0

、
將
復
如
何

0

0

0

0

。
宜
遠
慮
深
計

0

0

0

0

0

、
不
可

0

0

専
守0

一
志

0

0

』。
常
遣
人
逼
進
飲
食
。
司
馬
嵇
喜
又
諫
曰
、『
毀
不
滅
性
、
聖
人
之

敎
。
且
大
王
地
卽
密
親
、
任
惟
元
輔
。
匹
夫
猶
惜
其
命
、
以
爲
祖
宗
、
況

荷
天
下
之
大
業
、
輔
帝
室
之
重
任
、
而
可
盡
無
極
之
哀
、
與
顔
閔
爭
孝
。

不
可
令
賢
人
笑
、
愚
人
幸
也
』。
喜
躬
自
進
食
、
攸
不
得
已
、
爲
之
強
飯
。

喜
退
、
攸
謂
左
右
曰
、『
嵇
司
馬
將
令
我
不
忘
居
喪
之
節
、
得
存
區
區
之

身
耳
』」。

③　

攸
好
學
不
倦
云
云　
『
芸
文
類
聚
』
四
五
職
官
部
諸
王
に
引
く
王
隱

『
晋
書
』
に
、「
斉
王
攸
學
不
倦

0

0

0

、
借
人
書

0

0

0

、
皆
爲
治
護

0

0

0

0

時
還
」。『
太
平

御
覧
』
一
五
一
皇
親
部
諸
王
に
も
同
文
が
見
え
る
。
ま
た
『
晋
書
』
本
傳

に
、「
攸
以
禮
自
拘
、
鮮
有
過
事
。
就
人
借
書
、
必
手
刊
其
謬
、
然
後
反

之
」。

④　

攸
自
受
國
秩
云
云　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
時
王
家
人
衣
食
皆
出
御
府
、

攸
表
租
秩
足
以
自
供
、
求
絶
之
。
前
後
十
餘
上
、
帝
又
不
許
」。『
北
堂
書

鈔
』
七
〇
設
官
部
諸
王
に
引
く
『
晋
書
』
斉
王
傳
に
も
、「
攸
自
受
國
租

秩
、
表
求
絶
御
府
常
賜
」
と
あ
る
。

⑤　

國
之
文
武
云
云　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
攸
雖
未
之
國
、
文
武
官
屬
、
下

至
士
卒
、
分
租
賦
以
給
之
、
疾
病
死
喪
賜
與
之
。
而
時
有
水
旱
、
國
内
百

姓
則
加
振
貸
、
須
豐
年
乃
責
、
十
減
其
二
、
國
内
賴
之
」。

⑥　

文
明
皇
太
后
臨
崩
云
云　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
及
太
后
臨
崩
、
亦
流
涕

謂
帝
曰
、『
桃
符

0

0

性
急
、
而
汝
爲
兄
不
慈
、
我
若
遂
不
起
、
恐
必
不
能
相

容
。
以
是
屬
汝
、
勿
忘
我
言
』」。

⑦　

桃
符　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
初
、
攸
特
爲
文
帝
所
寵
愛
、
毎
見
攸
、
輒

撫
牀
呼
其
小
字
曰
、『
此
桃
符

0

0

座
也
』、
幾
爲
太
子
者
數
矣
」。

⑧　

詔
攸
當
世
總
方
岳
云
云　

こ
の
記
述
は
『
芸
文
類
聚
』
四
五
職
官
部
諸

王
及
び
『
太
平
御
覧
』
一
五
一
皇
親
部
諸
王
に
引
く
王
隱
『
晋
書
』
に
近

い
。「
太
康
三
年
、
詔
攸
當
出
方
岳
、
遂
撫
其
國
、
加
都
督
青
州
、
増
封

済
南
郡
。
備
（『
類
聚
』
作
徳
）
物
典
策
、
軒
懸
之
樂
、
六
佾
之
舞
、
賜

黄
鉞
朝
車
乘
輿
之
副
」。『
晋
書
』
本
傳
で
は
そ
の
背
景
を
詳
述
し
て
以
下

の
よ
う
に
い
う
。「
及
帝
晩
年
、
諸
子
並
弱
、
而
太
子
不
令
、
朝
臣
内
外
、

皆
屬
意
於
攸
。
中
書
監
荀
勖
・
侍
中
馮
紞
皆
諂
諛
自
進
、
攸
素
疾
之
。
勖

等
以
朝
望
在
攸
、
恐
其
爲
嗣
、
禍
必
及
己
、
乃
從
容
言
於
帝
曰
、『
陛
下

萬
歳
之
後
、
太
子
不
得
立
也
』。
帝
曰
、『
何
故
』。
勖
曰
、『
百
僚
内
外
皆

歸
心
於
齊
王
、
太
子
焉
得
立
乎
。
陛
下
試
詔
齊
王
之
國
、
必
擧
朝
以
爲
不

可
、
則
臣
言
有
徴
矣
』。
紞
又
言
曰
、『
陛
下
遣
諸
侯
之
國
、
成
五
等
之
制

者
、
宜
先
從
親
始
。
親
莫
若
齊
王
』。
帝
旣
信
勖
言
、
又
納
紞
説
、
太
康

三
年
乃
下
詔
曰
、『
古
者
九
命
作
伯
、
或
入
毗
朝
政
、
或
出
御
方
嶽
。
周

之
呂
望
、
五
侯
九
伯
、
實
得
征
之
。
侍
中
・
司
空
・
齊
王
攸
、
明
徳
清
暢
、

忠
允
篤
誠
。
以
母
弟
之
親
、
受
台
輔
之
任
、
佐
命
立
勲
、
劬
労
王
室
、
宜

登
顯
位
、
以
稱
具
瞻
。
其
以
爲
大
司
馬
・
都
督
青
州
諸
軍
事
、
侍
中
如
故
、

假
節
、
將
本
營
千
人
、
親
騎
帳
下
司
馬
大
車
皆
如
舊
、
増
鼓
吹
一
部
、
官



─ 117─

金
樓
子
訳
注
（
十
）（
興
膳
）

騎
滿
二
十
人
、
置
騎
司
馬
五
人
。
餘
主
者
詳
案
舊
制
施
行
』。
攸
不
悦
、

主
簿
丁
頤
曰
、『
昔
太
公
封
齊
、
猶
表
東
海
、
桓
公
九
合
、
以
長
五
伯
。

況
殿
下
誕
德
欽
明
、
恢
弼
大
藩
、
穆
然
東
軫
、
莫
不
得
所
。
何
必
絳
闕
、

乃
弘
帝
載
』。
攸
曰
、『
吾
無
匡
時
之
用
、
卿
言
何
多
』。
明
年
、
策
攸
曰
、

『
於
戲
、
惟
命
不
于
常
、
天
旣
遷
有
魏
之
祚
。
我
有
晋
旣
受
順
天
明
命
、

光
建
羣
后
、
越
造
王
國
于
東
土
、
錫
茲
青
社
、
用
藩
翼
我
邦
家
。
茂
哉
無

怠
、
以
永
保
宗
廟
』。
又
詔
下
太
常
、
議
崇
錫
之
物
、
以
済
南
郡
益
齊
國
。

又
以
攸
子
寔
爲
北
海
王
。
於
是
備
物
典
策
、
設
軒
懸
之
樂
、
六
佾
之
舞
、

黃
鉞
朝
車
乘
輿
之
副
從
焉
」。

⑨　

備
物
典
策　

諸
王
の
國
に
対
す
る
通
常
の
栄
誉
を
越
え
た
特
別
の
賜
り

も
の
を
い
う
。『
左
伝
』
定
公
四
年
に
、
子
魚
の
言
葉
と
し
て
、「
昔
武
王

克
商
、
成
王
定
之
、
選
建
明
德
、
以
蕃
屏
周
。
故
周
公
相
王
室
、
以
尹
天

下
、
於
周
爲
睦
。
分
魯
公
以
大
路
大
旂
、
夏
后
氏
之
璜
、
封
父
之
繁
弱
、

殷
民
六
族
、
條
氏
・
徐
氏
・
蕭
氏
・
索
氏
・
長
勺
氏
・
尾
勺
氏
、
使
帥
其

宗
氏
、
輯
其
分
族
、
將
其
類
醜
、
以
法
則
周
公
、
用
卽
命
于
周
。
是
使
之

職
事
于
魯
、
以
昭
周
公
之
明
徳
。
分
之
土
田
陪
敦
、
祝
宗
卜
史
、
備
物
典

0

0

0

策0

、
官
司
彝
器
、
因
商
奄
之
民
、
命
以
伯
禽
而
封
於
少
皞
之
虛
。
云
云
」。

「
備
物
典
策
」
に
つ
い
て
、
杜
預
注
は
「
典
策
、
春
秋
之
制
」
と
い
う
の

み
だ
が
、
疏
に
は
以
下
の
如
く
詳
し
い
論
が
あ
る
。「
服
虔
云
、『
備
物
、

國
之
職
物
之
備
也
』。
當
謂
國
君
威
儀
之
物
、
若
今
繖
扇
之
屬
、
備
賜
魯

也
。
杜
不
解
備
物
、
則
與
典
策
爲
一
也
。
備
物
典
策
、
謂
史
官
書
策
之
典
、

若
傳
之
所
云
發
凡
之
類
、
賜
之
以
法
、
使
依
法
書
時
事
也
」。
王
引
之

『
經
義
述
聞
』
一
九
に
こ
の
疏
を
引
い
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
引
之
謹
案
、
服
解
備
物
未
確
、
孔
合
備
物
與
典
策
爲
一
、
尤
屬
未
安
。

竊
謂
備
物
卽
服
物
也
。
經
傳
多
言
服
物
。
祭
義
曰
、『
以
具
服
物
以
修
宮

室
』、
周
語
曰
、『
亦
唯
是
生
死
之
服
物
采
章
』、
又
曰
、『
服
物
昭
庸
、
采

飾
顯
明
』、
皆
是
也
」。
後
の
史
書
に
は
「
備
物
典
策
」
が
一
つ
の
成
句
と

し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
『
三
国
志
』
魏
書
四
三
少
帝
紀

の
陳
留
王
奐
紀
に
、「
晋
太
子
炎
紹
封
爵
位
、
総
攝
百
揆
、
備
物
典

0

0

0

冊0

、

一
皆
如
前
」。
ま
た
『
晋
書
』
五
九
齊
王
冏
傳
に
、「
天
子
就
拝
大
司
馬
、

加
九
錫
之
命
、
備
物
典
策

0

0

0

0

、
如
宣
・
景
・
文
・
武
輔
魏
故
事
」
な
ど
。

⑩　

攸
結
氣
病
黄
云
云　
『
晋
書
』
本
傳
に
、「
攸
知
勖
・
紞
構
己
、
憤
怨
發

疾
、
乞
守
先
后
陵
、
不
許
。
帝
遣
御
醫
診
視
、
諸
醫
希
旨
、
皆
言
無
疾
。

疾
轉
篤
、
猶
催
上
道
。
攸
自
強
入
辭
、
素
持
容
儀
、
疾
雖
困
、
尚
自
整
厲
、

擧
止
如
常
、
帝
益
疑
無
疾
。
辭
出
信
宿
、
嘔
血
而
薨
、
時
年
三
十
六
」。

16　

司
馬
泰
廉
靜
、
不
近
聲
色
之
讌
。
位
至
太
尉
、
衣
食
有
如
布
素
、

任
眞
簡
率
、
毎
朝
會
、
不
識
者
不
知
其
王
公
也
。
事
親
恭
謹
、
居
處

謙
和
、
爲
宗
室
儀
表
。
當
時
諸
王
、
唯
高
密
王
泰
・
下
邳
王
晃
倶
以

儉
稱
。
晃
字
子
明
、
爲
太
傅
。

　

司
馬
泰
（
晋
の
高
密
王
）
は
廉
潔
冷
静
で
、
音
楽
や
女
色
の
宴
に

は
近
づ
か
な
か
っ
た
。
官
位
が
太
尉
に
な
っ
て
も
、
そ
の
衣
食
は
無

②
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官
の
者
の
よ
う
で
、
飾
ら
な
い
率
直
な
態
度
は
、
朝
会
の
つ
ど
、
知

ら
ぬ
人
は
そ
れ
が
王
公
で
あ
る
と
気
づ
か
な
か
っ
た
。
親
に
事
え
る

さ
ま
は
恭
し
く
、
立
ち
居
振
る
舞
い
は
謙
虚
で
温
和
で
あ
り
、
宗
室

の
手
本
と
さ
れ
た
。
当
時
の
諸
王
に
あ
っ
て
は
、
た
だ
高
密
王
泰
と

下
邳
王
晃
だ
け
が
倹
素
さ
を
称
え
ら
れ
た
。
晃
は
字
を
子
明
と
い
い
、

太
傅
と
な
っ
た
。

〔
注
〕

①
司
馬
泰
廉
靜
云
云　

司
馬
泰
（
？
〜
二
九
九
）
は
、
司
馬
懿
の
從
子
で
、

彭
城
王
司
馬
權
の
弟
。
字
は
子
舒
。
隴
西
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
の
ち
高
密
王

に
改
封
さ
れ
た
。
官
位
は
太
尉
と
な
り
、
太
傅
を
追
贈
さ
れ
た
。『
晋

書
』
三
七
宗
室
傳
の
高
密
文
獻
王
泰
傳
に
、「
泰
性
廉
静

0

0

、
不
近
聲
色

0

0

0

0

。

雖
爲
宰
輔
、
食
大
國
之
租
、
服
飾
肴
膳
如
布
衣
寒
士
。
任
眞
簡
率
、
毎
朝

0

0

會0

、
不
識
者
不
知
其
王
公
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
事
親
恭
謹

0

0

0

0

、
居
喪
哀
戚
、
謙
虚
下
物
、
爲0

宗
室
儀
表

0

0

0

0

。
當
時
諸
王

0

0

0

0

、
惟
泰

0

0

及
下
邳
王
晃

0

0

0

0

以
節
制
見
稱
。
雖
並
不
能
振

施
、
其
餘
莫
得
比
焉
」。

②
晃
字
子
明
云
云　

司
馬
晃
（
？
〜
二
九
六
）
は
、
司
馬
懿
の
從
孫
。
字
は

子
明
。
下
邳
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
官
位
は
司
空
に
至
り
、
太
傅
を
追
贈
さ
れ

た
。『
晋
書
』
三
七
宗
室
傳
の
下
邳
獻
王
晃
傳
に
、「
晃
孝
友
貞
廉
、
謙
虚

下
士
、
甚
得
宗
室
之
稱
」。

17　

劉
休
度＊
少
而
閒
素
、
篤
好
文
籍
、
文
帝
寵
愛
殊
常
。
爲
立
第
於＊

雞
籠
山
、
盡
山
水
之
美
。
建
平
國
職
、
高
他
國＊
一
階
。
爲
尚
書
左
僕

射
。
謙
儉
周
慎
、
禮
賢
接
士
、
曉
明＊
政
事
、
上
深
信
仗
之
。

　

劉
休
度
（
宋
の
建
平
王
）
は
若
く
し
て
穏
や
か
で
簡
素
な
人
が
ら

で
、
篤
く
典
籍
を
好
み
、
文
帝
の
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
寵
愛
を
蒙
っ
た
。

帝
は
彼
の
た
め
に
雞
籠
山
に
屋
敷
を
建
て
て
や
り
、
山
水
の
美
を
盡

く
し
た
。
建
平
王
國
の
官
職
は
、
他
國
よ
り
も
地
位
が
一
段
高
か
っ

た
。
官
位
は
尚
書
左
僕
射
と
な
っ
た
。
謙
虚
で
慎
ま
し
く
、
周
到
慎

重
で
、
賢
者
を
手
厚
く
遇
し
士
人
と
親
し
ん
で
、
政
務
に
よ
く
通
暁

し
て
お
り
、
帝
の
深
い
信
頼
を
得
て
い
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
劉
休
度
：
各
本
と
も
「
度
」
を
「
慶
」
に
作
る
が
、『
宋
書
』『
南
史
』
に

よ
っ
て
改
め
る
。
＊
於
：
抄
本
→
于
。
＊
高
他
國
一
階
：
底
本
に
は
「
一

階
」
と
字
を
欠
く
が
、『
宋
書
』『
南
史
』
本
傳
に
よ
り
補
う
。
抄
本
・
百
子

本
・
筆
記
小
説
大
観
本
に
は
こ
の
二
字
が
あ
る
。
＊
曉
明
：『
宋
書
』
→
明

曉
。『
南
史
』
→
明
達
。
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
明
曉
。

①

②

③
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〔
注
〕

①　

劉
休
度
少
而
閒
素
云
云　

劉
休
度
（
四
三
四
〜
四
五
八
）
は
宋
の
文
帝

の
第
七
子
。
休
度
は
字
で
、
名
は
宏
。
母
は
曹
婕
妤
。
建
平
王
に
封
ぜ
ら

れ
、
尚
書
左
僕
射
と
な
っ
た
が
、
早
逝
し
た
。『
宋
書
』
七
二
文
九
王
傳

の
建
平
王
宏
傳
に
、「
少
而
閑
素

0

0

0

0

、
篤
好
文
籍

0

0

0

0

。
太
祖
寵
愛
殊
常

0

0

0

0

0

0

、
爲
立

0

0

第
於
雞
籠
山

0

0

0

0

0

、
盡
山
水
之
美

0

0

0

0

0

。
建
平
國
職

0

0

0

0

、
高
他
國
一
階

0

0

0

0

0

。（
中
略
）
事

平
、
以
爲
尚
書
左
僕
射
」。
な
お
「
事
」
と
は
、
文
帝
の
太
子
劉
劭
に
よ

る
父
帝
の
弑
逆
を
い
う
。
な
お
『
南
史
』
一
四
宋
文
帝
諸
子
傳
に
も
傳
が

あ
る
。

②　

雞
籠
山　
『
太
平
寰
宇
記
』
九
〇
江
南
東
道
昇
州
上
元
縣
に
、「
雞
籠
山
、

在
縣
西
北
九
里
。
連
龍
山
、
西
接
落
星
岡
、
北
臨
栖
玄
塘
。
輿
地
志
云
、

『
其
山
狀
如
雞
籠
、
以
此
爲
名
』。
晋
元
帝
等
五
陵
、
並
在
山
之
陽
」。

③　

謙
儉
周
慎
云
云　
『
宋
書
』
本
傳
に
、「
爲
人
謙
儉
周
愼

0

0

0

0

、
禮
賢
接
士

0

0

0

0

、

明
曉
政
事

0

0

0

0

、
上
甚
信
仗
之

0

0

0

0

0

」。

18　

劉
義
慶
爲
荊
州
刺
史
。
性
謙
虚
、
始
至
及
去
鎮
、
迎
送
物
竝
不

受
。
在
州
八
年
、
爲
安
於
西
土＊
。
撰
徐
州
先
賢
傳
、
奏
上
之
。
又
擬

班
固
典
引
、
爲
典
序
、
以
述
皇
代
之
美
。
爲
性
簡
素
、
寡
嗜
欲
、
愛

好
文
義
、
爲
宗
室
之
表
。
受
任
歴
蕃
、
無
浮
淫
之
過
。
善
騎
乗
、
招

聚
才
學
之
士
、
近
遠
必
至
。
袁
淑＊
文
冠
當
時
、
爲＊
衞
軍
咨
議＊
參
軍
。

呉
郡
陸
展＊
・
東
海
何
長
瑜
・
鮑
照＊
等
、
引
爲
佐
史
。

　

劉
義
慶
（
宋
の
臨
川
王
）
は
荊
州
刺
史
と
な
っ
た
。
性
格
は
謙
虚

で
、
任
地
に
至
っ
て
そ
こ
を
去
る
ま
で
、
送
迎
の
際
の
贈
り
物
は
一

切
受
け
な
か
っ
た
。
州
に
在
る
こ
と
八
年
、
西
方
の
人
心
を
安
定
さ

せ
た
。『
徐
州
先
賢
傳
』
を
著
わ
し
、
天
子
に
奏
上
し
た
。
ま
た
班

固
の
「
典
引
」
に
擬
し
て
、「
典
序
」
を
作
り
、
宋
朝
の
御
代
の
美

を
述
べ
た
。
簡
素
で
、
寡
欲
な
人
が
ら
で
、
文
學
を
愛
好
す
る
こ
と

に
お
い
て
、
宗
室
の
代
表
で
あ
っ
た
。
諸
藩
を
歴
任
し
て
も
、
浮
薄

で
道
に
悖
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
騎
馬
を
得
意
と
し
、
才
學
の
士

を
招
聘
す
れ
ば
、
遠
近
に
か
か
わ
ら
ず
皆
や
っ
て
き
た
。
袁
淑
は
當

代
第
一
の
文
章
家
だ
っ
た
が
、
彼
を
衛
軍
咨
議
參
軍
に
任
じ
た
。
呉

郡
の
陸
展
・
東
海
の
何
長
瑜
・
鮑
照
等
を
、
佐
史
に
召
致
し
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
爲
安
於
西
土
：『
宋
書
』
臨
川
王
義
慶
傳
は
「
爲
西
土
所
安
」
に
作
る
。

抄
本
・
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
も
同
じ
。
＊
袁
淑
：
底
本
は
二
字
を
缺

く
が
、『
宋
書
』
本
傳
に
よ
り
補
う
。
抄
本
・
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本

に
は
二
字
が
あ
る
。
＊
爲
：『
宋
書
』
本
傳
に
は
上
に
「
請
」
字
が
あ
る
。

百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
も
同
じ
。
＊
咨
議
：
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観

本
→
諮
議
。
＊
陸
展
：
底
本
は
陸
扆
に
作
る
が
、『
宋
書
』
本
傳
に
よ
り
改

め
る
。
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
も
同
じ
。
＊
鮑
照
：
抄
本
→
鮑
昭
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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〔
注
〕

①　

劉
義
慶
爲
荊
州
刺
史　

劉
義
慶
（
四
一
三
〜
四
六
五
）
は
、
宋
の
武
帝

劉
裕
の
弟
劉
道
憐
の
子
で
、
叔
父
劉
道
規
の
嗣
子
と
な
っ
た
。
道
規
の
爵

位
で
あ
っ
た
臨
川
王
を
継
ぎ
、
の
ち
荊
州
刺
史
、
さ
ら
に
江
州
刺
史
、
南

兗
州
刺
史
と
な
っ
た
。
文
藝
を
愛
し
て
、
配
下
に
多
く
の
文
人
を
擁
し
、

『
世
説
新
語
』『
幽
明
錄
』『
集
林
』『
徐
州
先
賢
傳
』
等
の
編
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。『
宋
書
』
五
一
宗
室
伝
の
臨
川
烈
武
王
道
規
附
伝
に
、「
在
京

尹
九
年
、
出
為
使
持
節
・
都
督
荊
雍
益
寧
梁
南
北
秦
七
州
諸
軍
事
・
平
西

将
軍
・
荊
州
刺
史
。
荊
州
居
上
流
之
重
、
地
広
兵
強
、
資
実
兵
甲
、
居
朝

廷
之
半
、
故
高
祖
使
諸
子
居
之
」。
南
史
一
三
宗
室
及
諸
王
伝
上
に
も
伝

が
あ
る
。

②　

性
謙
虚
云
云　
『
宋
書
』
本
傳
に
、「
性
謙
虚
、
始
至
及
去
鎭
、
送
迎
物

並
不
受
」。

③　

在
州
八
年
云
云　
『
宋
書
』
本
傳
に
、「
在
州
八
年

0

0

0

0

、
爲
西
土
所
安
。
撰0

徐
州
先
賢
傳

0

0

0

0

0

十
巻
、
奏
上
之

0

0

0

。
又
疑
班
固
典
引

0

0

0

0

0

0

、
爲
典
叙

0

0

0

、
以
述
皇
代
之

0

0

0

0

0

美0

」。

④　

徐
州
先
賢
傳　
『
隋
書
』
經
籍
志
史
部
雜
傳
類
に
著
錄
さ
れ
る
『
徐
州

先
賢
傳
』
一
巻
に
は
撰
者
名
が
な
い
が
、
続
く
『
徐
州
先
賢
傳
賛
』
九
巻

に
「
劉
義
慶
撰
」
と
記
さ
れ
る
。

⑤　

班
固
典
引　
『
文
選
』
四
八
班
固
「
典
引
」
の
李
善
注
に
、「
蔡
邕
曰

く
」
と
し
て
、「
典
引
者
、
篇
名
也
。
典
者
、
常
也
、
法
也
。
引
者
、
伸

也
、
長
也
。
尚
書
疏
、
堯
之
常
法
、
謂
之
堯
典
、
漢
紹
其
緒
、
伸
而
長
之

也
」。

⑥　

典
序　
『
宋
書
』『
南
史
』
は
「
典
叙
」
に
作
る
。
注
③
参
照
。
文
は
現

存
し
な
い
。

⑦　

爲
性
簡
素
云
云　
『
宋
書
』
本
傳
に
、「
爲
性

0

0

簡0

素0

、
寡
嗜
欲

0

0

0

、
愛
好
文

0

0

0

義0

、
才
詞
雖
不
多
、
然
足
爲
宗
室
之
表

0

0

0

0

0

。
受
任
歷
藩

0

0

0

0

、
無
浮
淫
之
過

0

0

0

0

0

、
唯

晩
節
奉
養
沙
門
、
頗
致
費
損
。
少
善
騎
乘

0

0

0

、
及
長
以
世
路
艱
難
、
不
復
跨

馬
。
招
聚

0

0

文
學
之
士

0

0

0

、
近
遠
必
至

0

0

0

0

。
太
尉
袁
淑

0

0

、
文
冠
當
時

0

0

0

0

、
義
慶
在
江

州
、
請
爲
衛
軍
諮
議
參
軍

0

0

0

0

0

0

0

。
其
餘
呉
郡
陸
展

0

0

0

0

・
東
海
何
長
瑜

0

0

0

0

0

・
鮑
照
等

0

0

0

、

並
爲
辭
章
之
美
、
引
爲
佐
史

0

0

0

0

國
臣
」。

⑧　

袁
淑　

袁
淑
（
四
〇
八
〜
四
五
三
）、
字
は
陽
源
。
陳
郡
陽
夏
（
河
南

省
）
の
人
。
官
は
太
子
左
衛
率
に
至
っ
た
。『
宋
書
』
七
〇
袁
淑
傳
に
、

「
不
爲
章
句
之
學
、
而
博
渉
多
通
、
好
屬
文
、
辭
采
遒
豔
、
縦
横
有
才
辯
。

本
州
命
主
簿
、
著
作
佐
郎
、
太
子
舎
人
、
並
不
就
。
彭
城
王
義
康
命
爲
司

徒
祭
酒
。
義
康
不
好
文
學
、
雖
外
相
禮
接
、
意
好
甚
疎
。（
中
略
）
衛
軍

臨
川
王
義
慶
雅
好
文
章
、
請
爲
諮
議
參
軍
」。『
南
史
』
二
六
に
も
傳
が
あ

る
。

⑨　

呉
郡
陸
展　

陸
展
（
？
〜
四
五
四
）
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
傳
は
不
明

な
が
ら
、『
宋
書
』
九
二
良
吏
傳
の
陸
徽
傳
に
、「
陸
徽
字
休
猷
、
呉
郡
呉

人
也
。（
中
略
）
弟
展
、
臧
室
車
騎
長
史
、
尋
陽
太
守
。
室
敗
、
從
誅
」。

⑩　

東
海
何
長
瑜　
『
宋
書
』
六
七
謝
霊
運
傳
に
、「
靈
運
旣
東
還
、
與
族
弟

恵
連
・
東
海
何
長
瑜
・
潁
川
荀
雍
・
泰
山
羊
璿
之
、
以
文
章
賞
會
、
共
爲

山
澤
之
游
、
時
人
謂
之
四
友
。（
中
略
）
長
瑜
文
才
之
美
、
亞
於
惠
連
、

雍
・
璿
之
不
及
也
。
臨
川
王
義
慶
招
集
文
士
、
長
瑜
自
國
侍
郎
至
平
西
記

室
參
軍
。
云
云
」。
謝
霊
運
は
何
長
瑜
を
「
當
今
の
仲
宣
」、
す
な
わ
ち
現
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金
樓
子
訳
注
（
十
）（
興
膳
）

代
の
王
粲
と
ま
で
称
え
た
と
も
あ
る
。

⑪　

鮑
照　

鮑
照
（
？
〜
四
六
六
）、
字
は
明
遠
。
東
海
（
山
東
省
）
の
人
。

唐
以
後
、
謝
霊
運
と
並
ぶ
宋
の
代
表
的
な
詩
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

『
宋
書
』
劉
義
慶
の
付
傳
に
、「
鮑
照
字
明
遠
、
文
辭
贍
逸
、
嘗
爲
古
樂

府
、
文
甚
遒
麗
。
元
嘉
中
、
河
濟
倶
清
、
當
時
以
爲
美
瑞
、
照
爲
河
清
頌
、

其
序
甚
工
。（
中
略
）
世
祖
以
照
爲
中
書
舎
人
。
上
好
爲
文
章
、
自
謂
物

莫
能
及
、
照
悟
其
旨
、
爲
文
多
鄙
言
累
句
、
當
時
咸
謂
照
才
盡
、
實
不
然

也
。
臨
海
王
子
頊
爲
荊
州
、
照
爲
前
軍
參
軍
、
掌
書
記
之
任
。
子
頊
敗
、

爲
亂
兵
所
殺
」。

19　

竟
陵
蕭
子
良
開
私
倉
、
賑
貧
民
。
少
有
清
尚
、
禮
才
好
士
、
居

不
疑
之
地
、
傾
意
賓
客
、
天
下
才
學
皆
游
集
焉
。
善
立
勝
事
、
夏
月

客
至
、
爲
設
瓜
飲
及
甘
果
、
著
之
文
教
。
士
子
文
章
及
朝
貴
辭
翰
、

皆
發
教
撰
録
。
居
雞
籠
山
西
邸
、
集
學
士
、
抄
五
經
百
家
、
依
皇
覽

例＊
、
爲
四
部
要
略
千
巻
。
招
致
名
僧
、
講
論
佛
法
、
造
經
唄
新
聲
。

道
俗
之
盛
、
江
左
未
有
也
。
好
文
學
、
我
高
祖
・
王
元
長
・
謝
元

暉
・
張
思
光
・
何
憲
・
任
昉
・
孔
廣
・
江
淹
・
虞
炎
・
何
僩
・
周
顒

之
儔
、
皆
當
時
之
傑
、
號
士
林
也
。

　

竟
陵
王
蕭
子
良
は
私
有
の
倉
を
開
い
て
、
貧
し
い
民
を
救
済
し
た
。

若
い
こ
ろ
か
ら
清
廉
で
高
尚
な
心
を
持
ち
、
才
能
あ
る
士
人
を
礼
遇

し
て
、
絶
対
的
な
高
い
地
位
に
い
な
が
ら
、
心
を
尽
く
し
て
賓
客
を

も
て
な
し
た
の
で
、
國
中
の
才
学
あ
る
人
々
が
こ
ぞ
っ
て
集
ま
っ
て

き
た
。
積
極
的
に
す
ぐ
れ
た
行
為
を
な
し
、
夏
の
時
節
に
来
客
が
あ

る
と
、
瓜
の
果
汁
や
甘
い
果
物
を
用
意
し
て
、
そ
の
人
の
教
養
を
発

揮
さ
せ
た
。
士
人
の
文
章
や
貴
人
の
作
品
は
、
す
べ
て
命
に
よ
り
ま

と
め
さ
せ
た
。
雞
籠
山
の
西
邸
に
住
ま
っ
て
、
学
者
を
集
め
、
五
經

や
諸
子
百
家
の
書
を
抄
写
さ
せ
て
、『
皇
覧
』
の
例
に
な
ら
い
、『
四

部
要
略
』
千
巻
を
編
纂
さ
せ
た
。
名
僧
を
招
い
て
、
佛
法
を
講
義
討

論
さ
せ
、
梵
貝
の
新
曲
を
作
ら
せ
た
。
世
間
に
お
け
る
仏
教
の
隆
盛

は
、
東
晋
こ
の
か
た
未
曽
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
詩
文
を
愛
好
し
、

わ
が
高
祖
武
帝
を
は
じ
め
、
王
融
（
元
長
）・
謝
朓
（
元
暉
）・
張
融

（
思
光
）・
何
憲
・
任
昉
・
孔
廣
・
江
淹
・
虞
炎
・
何
僩
・
周
顒
と

い
っ
た
人
々
は
、
み
な
當
時
の
俊
傑
で
、
士
林
と
呼
ば
れ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
例
：
底
本
は
じ
め
「
列
」
に
作
る
本
が
多
い
が
、『
南
斉
書
』
に
よ
り
改

め
る
。
注
④
参
照
。
抄
本
→
立
。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
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〔
注
〕

①　

竟
陵
蕭
子
良　

蕭
子
良
（
四
六
〇
〜
四
九
四
）
は
、
南
斉
の
武
帝
の
次

子
。
字
は
雲
英
。
武
帝
の
即
位
後
に
竟
陵
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
官
は
太
傅

に
至
っ
た
。
周
囲
に
多
く
の
学
者
文
人
を
集
め
、
永
明
年
間
に
お
け
る
文

化
の
振
興
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
熱
心
な
崇
佛
家
で
も
あ
っ
た
。
著
書
に

『
淨
住
子
』
二
〇
巻
が
あ
る
。『
南
斉
書
』
四
〇
・『
南
史
』
四
四
に
傳
が

あ
る
。
な
お
蕭
繹
の
父
で
あ
る
梁
武
帝
蕭
衍
が
か
つ
て
蕭
子
良
の
下
に
集

う
文
人
集
団
「
竟
陵
八
友
」
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
⑥
及
び
『
金

樓
子
』
一
興
王
篇
21
梁
高
祖
武
皇
帝
の
項
に
、「
屬
司
徒
竟
陵
王
、
齊
室

驃
騎
、
招
納
士
林
、
待
上
賓
友
之
禮
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

②　

開
私
倉
二
句　
『
南
斉
書
』
四
〇
武
十
七
王
傳
の
竟
陵
文
宣
王
子
良
傳

に
、「
建
元
二
年
、
穆
妃
薨
、
去
官
。
仍
爲
征
虜
將
軍
・
丹
陽
尹
。
開
私

0

0

倉0

、
賑0

屬
縣
貧
民

0

0

」。

③　

少
有
清
尚
云
云　
『
南
斉
書
』
本
傳
に
、「
子
良
少
有
清
尚

0

0

0

0

、
禮
才
好
士

0

0

0

0

、

居
不
疑
之
地

0

0

0

0

0

、
傾
意
賓
客

0

0

0

0

、
天
下
才
學
皆
遊
集
焉

0

0

0

0

0

0

0

0

。
善
立
勝
事

0

0

0

0

、
夏
月
客

0

0

0

至0

、
爲
設
瓜
飲
及
甘
果

0

0

0

0

0

0

0

、
著
之
文
教

0

0

0

0

。
士
子
文
章
及
朝
貴
辭
翰

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
皆
發
敎

0

0

0

撰
錄

0

0

」。

④　

居
雞
籠
山
西
邸
云
云　
『
南
斉
書
』
本
傳
に
、「
五
年
、
正
位
司
徒
、
給

班
劍
二
十
人
、
侍
中
如
故
。
移
居
雞
籠
山
邸

0

0

0

0

0

、
集
學
士

0

0

0

、
抄
五
經
百
家

0

0

0

0

0

、

依
皇
覧
例

0

0

0

0

、
爲
四
部
要
略
千
巻

0

0

0

0

0

0

0

。
招
致
名
僧

0

0

0

0

、
講
論
佛
法

0

0

0

0

、
造
經
唄
新
聲

0

0

0

0

0

、

道
俗
之
盛

0

0

0

0

、
江
左
未
有
也

0

0

0

0

0

」。

⑤　

造
經
唄
新
聲　

慧
皎
『
高
僧
傳
』
一
三
經
師
篇
の
齊
安
樂
寺
釋
僧
辯
傳

に
、「
永
明
七
年
二
月
十
九
日
、
司
徒
竟
陵
文
宣
王
夢
於
佛
前
詠
維
摩
一

契
、
因
聲
發
而
覺
。
卽
起
至
佛
堂
中
、
還
如
夢
中
法
、
更
詠
古
維
摩
一
契
、

便
覺
韻
聲
流
好
、
著
工
恒
日
。
明
旦
、
卽
集
京
師
善
聲
沙
門
龍
光
普
智
・

新
安
道
興
・
多
寶
慧
忍
・
天
保
超
勝
及
僧
辯
等
、
集
第
作
聲
」。
ま
た
同

篇
の
論
に
、「
逮
宋
斉
之
間
、
有
曇
遷
・
僧
辯
・
太
傅
文
宣
等
、
並
慇
勤

嗟
詠
、
曲
意
音
律
、
撰
集
異
同
、
斟
酌
科
例
、
存
倣
舊
法
、
正
可
三
百
餘

聲
。
自
茲
厥
後
、
聲
多
散
落
、
人
人
致
意
、
補
綴
不
同
。
所
以
師
師
異
法
、

家
家
各
製
、
皆
由
昧
乎
聲
旨
、
莫
以
裁
正
」。
ま
た
僧
祐
『
出
三
藏
記

集
』
一
二
に
蕭
子
良
の
著
書
『
淨
住
子
』
の
目
録
を
載
せ
、
そ
の
第
十
五

帙
に
「
讃
梵
唄
偈
文
一
巻
」、
第
十
六
帙
に
「
梵
唄
序
一
巻
」
が
見
え
る
。

⑥　

好
文
學
云
云　
『
梁
書
』
一
武
帝
紀
上
に
、「
竟
陵
王
子
良
開
西
邸
、
招

文
學
、
高
祖
与
沈
約
・
謝
朓
・
王
融
・
蕭
琛
・
范
雲
・
任
昉
・
陸
倕
等
並

遊
焉
、
號
曰
八
友
」。

⑦　

王
元
長　

王
融
（
四
六
七
〜
四
九
三
）、
字
は
元
長
。
琅
邪
臨
沂
（
山

東
省
）
の
人
。
竟
陵
王
司
徒
板
法
曹
行
參
軍
か
ら
太
子
舎
人
に
遷
っ
た
。

蕭
子
良
を
擁
立
し
よ
う
と
し
て
失
敗
し
、
殺
さ
れ
た
。「
竟
陵
八
友
」
の

一
人
で
、
詩
作
に
四
声
に
よ
る
音
声
の
調
和
を
提
唱
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
文
集
十
巻
が
あ
る
。『
南
斉
書
』
四
七
本
傳
に
、「
融
文
辭
辯
捷
、
尤

善
倉
卒
屬
綴
、
有
所
造
作
、
援
筆
可
待
。
子
良
特
相
友
好
、
情
分
殊
常
」。

『
南
史
』
二
一
に
も
傳
が
あ
る
。

⑧　

謝
元
暉　

謝
朓
（
四
六
四
〜
四
九
九
）、
字
は
玄
暉
。
陳
郡
陽
夏
（
河

南
省
）
の
人
。
官
は
宣
城
太
守
か
ら
尚
書
吏
部
郎
に
至
っ
た
。
岳
父
王
敬

則
の
謀
叛
に
連
坐
し
て
獄
死
し
た
。「
竟
陵
八
友
」
の
一
人
で
、
詩
作
に

声
律
を
重
視
す
る
「
永
明
体
」
の
中
心
的
な
詩
人
。『
南
斉
書
』
四
七
・
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金
樓
子
訳
注
（
十
）（
興
膳
）

『
南
史
』
一
九
に
傳
が
あ
る
。

⑨　

張
思
光　

張
融
（
四
四
四
〜
四
九
七
）、
字
は
思
光
。
呉
郡
呉
（
江
蘇

省
）
の
人
。『
南
斉
書
』
四
一
張
融
傳
に
、「
又
爲
長
沙
王
鎭
軍
、
竟
陵
王

征
北
諮
議
、
並
領
記
室
、
司
徒
従
事
中
郎
」。
官
は
司
徒
左
長
史
に
至
っ

た
。『
南
史
』
三
二
に
も
傳
が
あ
る
。
文
集
二
七
巻
が
あ
っ
た
が
、
伝
わ

ら
な
い
。
文
章
の
中
で
は
「
海
賦
」
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

⑩　

何
憲　

生
卒
年
未
詳
。
字
は
子
思
。
廬
江
灊
（
安
徽
省
）
の
人
。『
南

斉
書
』
で
は
三
四
虞
玩
之
付
傳
に
、「
以
強
學
見
知
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、

『
南
史
』
四
九
何
憲
傳
に
は
、「
博
渉
該
通
、
羣
籍
畢
覧
、
天
閣
寶
秘
、

人
間
散
逸
、
無
遺
漏
焉
。
任
昉
・
劉
渢
共
執
秘
閣
四
部
書
、
試
問
其
所
知
、

自
甲
至
丁
、
書
説
一
事
、
并
叙
述
作
之
體
、
連
日
累
夜
、
莫
見
所
遣
」。

官
は
本
州
別
駕
、
國
子
博
士
と
な
り
、
北
魏
に
使
者
と
し
て
赴
い
た
こ
と

も
あ
る
。

⑪　

任
昉　

任
昉
（
四
六
〇
〜
五
〇
八
）、
字
は
彦
昇
。
樂
安
博
昌
（
山
東

省
）
の
人
。
司
徒
竟
陵
王
の
記
室
參
軍
と
な
り
、
梁
に
入
っ
て
か
ら
は
吏

部
郎
・
御
史
中
丞
・
秘
書
監
等
を
歴
任
し
た
。『
梁
書
』
一
四
本
傳
に
、

「
昉
雅
善
屬
文
、
尤
長
載
筆
、
才
思
無
窮
、
當
世
王
公
表
奏
、
莫
不
請

焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
と
に
「
筆
」（
無
韻
の
文
）
に
長
じ
た
。
梁
武

帝
の
即
位
に
當
っ
て
、
禅
譲
文
を
撰
し
た
。『
南
史
』
五
九
に
も
傳
が
あ

る
。
文
集
三
四
巻
が
あ
っ
た
。

⑫　

孔
廣　

生
卒
年
未
詳
。『
南
斉
書
』
三
四
庾
杲
之
付
傳
に
、「
時
会
稽
孔

廣
、
字
淹
源
、
亦
美
姿
制
。
歷
州
治
中
、
卒
」。『
南
史
』
七
二
文
學
傳
の

丘
巨
源
傳
に
も
付
傳
が
あ
る
。

⑬　

江
淹　

江
淹
（
四
四
四
〜
五
〇
五
）、
字
は
文
通
。
済
陽
考
城
（
河
南

省
）
の
人
。
宋
・
齊
・
梁
の
三
朝
に
仕
え
た
文
人
。
梁
に
入
っ
て
官
は
金

紫
光
祿
大
夫
に
至
り
、
醴
陵
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
諡
を
憲
伯
と
い
う
。『
梁

書
』
一
四
・『
南
史
』
五
九
に
傳
が
あ
る
。
も
と
文
集
二
〇
巻
、
後
集
一

〇
巻
が
あ
っ
た
。
詩
で
は
模
擬
の
作
「
雜
體
詩
」
三
〇
首
、
賦
で
は
「
恨

賦
」
及
び
「
別
賦
」
が
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
、
と
も
に
『
文
選
』
に
収

め
ら
れ
る
。

⑭　

虞
炎　

生
卒
年
未
詳
。
会
稽
（
浙
江
省
）
の
人
。『
南
斉
書
』
五
二
文

学
傳
の
陸
厥
付
傳
に
、「
会
稽
虞
炎
、
永
明
中
以
文
學
與
沈
約
倶
爲
文
恵

太
子
所
遇
、
意
眄
殊
常
。
官
至
驍
騎
將
軍
。『
南
史
』
四
八
陸
慧
曉
傳
に

も
付
傳
が
あ
る
。
も
と
文
集
七
巻
が
あ
っ
た
。

⑮　

何
僩　

生
卒
年
未
詳
。
字
は
彦
夷
。
東
海
郯
（
山
東
省
）
の
人
。『
南

史
』
三
三
何
承
天
傳
の
付
傳
に
、「
遜
（
何
承
天
曾
孫
）
從
叔
僩
字
彦
夷
、

亦
以
才
著
聞
、
宦
遊
不
達
。
作
拍
張
賦
以
喩
意
。
末
云
、『
東
方
曼
倩
發

憤
於
侏
儒
、
遂
與
火
頭
食
子
稟
賜
不
殊
』。
位
至
臺
郎
」。
も
と
文
集
三
巻

が
あ
っ
た
。

⑯　

周
顒　

生
卒
年
未
詳
。
字
は
彦
倫
。
汝
南
安
城
（
河
南
省
）
の
人
。

『
南
史
』
四
八
陸
厥
傳
に
「
汝
南
周
顒
善
識
聲
韻
」
と
あ
り
、『
南
斉

書
』
四
一
本
傳
に
「
顒
音
辭
辯
麗
、
出
言
不
窮
、
宮
商
朱
紫
、
發
口
成

句
」
と
あ
る
よ
う
に
、
六
朝
音
韻
学
の
祖
と
さ
れ
る
。『
四
声
切
韻
』
を

著
わ
し
た
。『
南
史
』
三
四
に
も
傳
が
あ
る
。
も
と
文
集
一
六
巻
が
あ
っ

た
。
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20　

隋＊
郡
王
子
隆
、
好
文
章
。
體
肥
、
常
服
蘆
茹＊
丸
以
自
消
、
猶
無

益
也
。

　

隋
郡
王
子
隆
は
、
文
學
を
好
ん
だ
。
肥
っ
て
い
て
、
い
つ
も
蘆
茹

丸
を
服
用
し
て
痩
せ
よ
う
と
し
た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
隋
：『
南
斉
書
』『
南
史
』
は
「
隨
」
に
作
る
。
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観

本
→
隨
。
＊
茹
：
底
本
は
「
茄
」
に
作
る
が
、『
南
斉
書
』『
南
史
』
に
従
っ

て
正
す
。
抄
本
・
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
茹
。

〔
注
〕

①　

隋
郡
王
子
隆　

蕭
子
隆
（
生
卒
年
未
詳
）、
字
は
雲
興
。
南
斉
の
武
帝

の
第
八
子
で
、
竟
陵
王
子
良
の
異
母
弟
。
母
は
王
淑
儀
。
官
は
侍
中
に
至

っ
た
。『
南
斉
書
』
四
〇
・『
南
史
』
四
四
に
傳
が
あ
る
。

②　

好
文
章　
『
南
斉
書
』
本
傳
に
、「
有
文
才
」。
ま
た
「
子
隆
娶
尚
書
令

王
儉
女
爲
妃
。
上
以
子
隆
能
屬
文
、
謂
儉
曰
、『
我
家
東
阿
也
』。
儉
曰
、

『
東
阿
重
出
、
實
爲
皇
家
蕃
屏
』」。

③　

體
肥　
『
南
斉
書
』
本
傳
に
、「
子
隆
年
二
十
一
、
而
體
過
充
壯
、
常
服

0

0

蘆
茹
丸
以
自
銷

0

0

0

0

0

0

損
」。

『
南
史
』
本
傳
の
記
事
は
や
や
異
な
る
。「
子
隆
年
二
十
一
、
而
體
過
充
壯
、

常
使
徐
嗣
伯
合
蘆
茹
丸
以
服
自
銷
損
、
猶
無
益
」。

④　

蘆
茹　
『
詩
』
鄭
風
「
東
門
之
墠
」
に
、「
東
門
之
墠
、
茹
蘆
在
阪
」。

同
じ
く
鄭
風
「
出
其
東
門
」
に
も
、「
縞
衣
茹
蘆
、
聊
可
與
娯
」。
茹
蘆
は
、

あ
か
ね
ぐ
さ
。

21　

劉
安
有
文
才
、
好
書
鼓
琴
、
不
喜
弋
獵
狗
馬
馳
騁
。
行
陰
德
、

拊
循
百
姓
、
沽
名
譽
。
招
致
賓
客
方
術
之
士
數
千
人
、
作
内
書
二
十

一
篇
、
外
書
甚
衆
。
又
有
中
書＊
八
篇
、
言
神
仙
黄
白
之
術
、
亦
二
十

餘
萬
言
。
時
武
帝
方
好
藝
文
、
以
安
屬
爲
諸
父
、
辯
博
善
爲
文
辭
、

甚
尊
重
之
。
毎
爲
報
書
及
賜
、
常
召
司
馬
相
如
等
視
草
乃
遣
。
初
安

入
朝
、
獻
所
作
内
篇
新
出
、
上
愛
秘
之
。
使
爲
離
騒
傳
、
旦
受
詔
、

日
食
時
上
。
又
獻
頌
及
賦
、
毎
見
談
説
、
昏
暮
而
罷
。

　

劉
安
は
文
才
が
あ
り
、
書
物
を
好
み
琴
を
弾
い
て
、
狩
猟
や
犬
馬

を
走
ら
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
人
知
れ
ず
徳
を

積
ん
で
、
民
衆
を
手
な
づ
け
、
評
判
を
得
た
。
方
術
に
通
じ
た
人
士

数
千
人
を
招
き
寄
せ
て
、
内
書
二
十
一
篇
を
作
り
、
外
書
も
は
な
は

だ
多
か
っ
た
。
ま
た
中
書
八
篇
が
あ
っ
て
、
神
仙
術
や
金
銀
錬
成
の

術
を
説
き
、
こ
れ
ま
た
二
十
数
万
言
あ
る
。
時
に
武
帝
は
文
藝
を
好

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦⑧
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み
、
安
が
大
叔
父
に
当
た
っ
て
、
博
く
も
の
ご
と
に
通
じ
文
章
に
巧

み
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
大
い
に
彼
を
尊
重
し
た
。
安
に
書
信
を

送
っ
た
り
賜
り
も
の
を
す
る
と
き
に
は
、
い
つ
も
司
馬
相
如
等
を
召

し
て
草
稿
を
見
せ
て
か
ら
届
け
た
。
安
が
初
め
て
入
朝
し
た
際
に
、

で
き
た
ば
か
り
の
内
篇
を
献
上
し
て
、
帝
は
そ
れ
を
珍
重
し
た
。

『
離
騒
』
の
傳
を
作
ら
せ
た
と
き
は
、
朝
が
た
命
令
を
受
け
て
、
晝

の
食
事
時
に
は
献
上
し
た
。
ま
た
頌
や
賦
を
献
上
し
、
帝
に
論
説
を

述
べ
る
際
に
は
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
や
っ
と
退
出
し
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
中
書
：
百
子
本
・
筆
記
小
説
大
観
本
→
中
篇
。

〔
注
〕

①　

劉
安
有
文
才
云
云　

劉
安
（
前
一
七
九
〜
前
一
二
二
）
は
、
漢
文
帝
の

弟
劉
長
の
子
で
、
高
祖
の
孫
、
ま
た
武
帝
の
大
叔
父
に
当
た
る
。
父
の
後

を
継
い
で
、
淮
南
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
の
ち
叛
乱
を
企
て
た
が
、
失
敗
し
、

自
殺
し
た
。『
史
記
』
一
一
八
淮
南
衡
山
列
傳
に
、「
淮
南
王
安
爲
人
好0

讀

書
鼓
琴

0

0

0

、
不
喜
弋
獵
狗
馬
馳
騁

0

0

0

0

0

0

0

0

、
亦
欲
以
行
陰
徳

0

0

0

、
拊
循
百
姓

0

0

0

0

、
流
譽0

天

下
」。『
漢
書
』
四
四
淮
南
衡
山
済
北
王
傳
の
淮
南
王
安
傳
に
も
同
文
が
あ

る
が
、「
好
読
書
」
を
「
好
書
」、「
流
譽
天
下
」
を
「
流
名
譽
」
と
記
す
。

『
隋
書
』
經
籍
志
集
部
別
集
類
に
「
漢
淮
南
王
集
一
巻
、
梁
二
巻
」
と
あ

る
。

②　

招
致
賓
客
方
術
之
士
數
千
人
云
云　
『
漢
書
』
本
傳
に
、「
招
致
賓
客
方

術
之
士
數
千
人
、
作
爲
内
書
二
十
一
篇
、
外
書
甚
衆
。
又
有
中
篇
八
巻
、

言
神
仙
黃
白
之
術
、
亦
二
十
餘
萬
言
。
時
武
帝
方
好
藝
文

0

0

0

0

0

0

0

、
以
安
屬
爲
諸

0

0

0

0

0

父0

、
辯
博
善
爲
文
辭

0

0

0

0

0

0

、
甚
尊
重
之

0

0

0

0

。
毎
為
報
書
及
賜

0

0

0

0

0

0

、
常
召
司
馬
相
如
等

0

0

0

0

0

0

0

視
草
乃
遣

0

0

0

0

。
初
安
入
朝

0

0

0

0

、
獻
所
作
内
篇
新
出

0

0

0

0

0

0

0

、
上
愛
秘
之

0

0

0

0

。
使
為
離
騒
傳

0

0

0

0

0

、

旦
受
詔

0

0

0

、
日
食
時
上

0

0

0

0

。
又
獻
頌
徳
及

0

0

0

0

0

長
安
都
國
頌
。
毎0

宴
見0

、
談
説

0

0

得
失

及
方
技
賦
頌
、
昏
莫

0

0

然
後
罷0

」。

③　

作
内
書
二
十
一
篇
云
云　
『
神
仙
傳
』（『
雲
笈
七
籤
』
一
〇
九
）
に
、

「［
劉
安
］
作
内
書
二
十
一
篇
、
又
著
鴻
寶
萬
畢
三
巻
、
論
變
化
之
道
」。

『
漢
書
』
藝
文
志
諸
子
雜
家
類
に
、『
淮
南
内
』
二
十
一
篇
、『
淮
南
外
』

三
十
三
篇
が
著
錄
さ
れ
る
。『
隋
書
』
經
籍
志
子
部
雜
家
類
に
、「
淮
南
子

二
十
一
巻
、
漢
淮
南
王
劉
安
撰
、
許
慎
注
」、
並
び
に
「
淮
南
子
二
十
一

巻
、
高
誘
注
」
と
あ
る
。

④　

諸
父　
『
漢
書
』
本
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
安
於
天
子
服
属
爲
從
父
叔

父
」。

⑤　

賜　
『
漢
書
』
本
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
賜
、
賜
書
也
」。

⑥　

司
馬
相
如　

司
馬
相
如
（
？
〜
前
一
一
八
）、
字
は
長
卿
。
前
漢
き
っ

て
の
辞
賦
の
大
家
で
、『
文
選
』
七
・
八
所
収
の
「
子
虚
賦
」「
上
林
賦
」

（『
史
記
』
一
一
七
・『
漢
書
』
五
七
の
司
馬
相
如
傳
は
両
者
を
併
せ
て

「
天
子
遊
獵
賦
」
と
す
る
）
は
そ
の
代
表
作
。

⑦　

草　
『
漢
書
』
本
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
草
謂
爲
文
之
藁
草
」。
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⑧　

離
騒
傳　
『
漢
書
』
本
傳
の
顔
師
古
注
に
、「
傳
謂
解
説
之
、
若
毛
詩

傳
」。『
隋
書
』
經
籍
志
集
部
楚
辞
類
序
に
、「
始
漢
武
帝
命
淮
南
王
爲
之

章
句
、
旦
受
詔
、
食
時
而
奏
之
、
其
書
今
亡
」。

22　

曹
子
建
、
善
屬
文
。
魏
武
帝
見
其
文
、
謂
植
曰
、「
汝
倩
人
邪
」。

植
跪
曰
、「
臣
言
出
爲
論
、
下
筆
成
章
。
故
當
面
試
、
奈
何
倩
人
邪
」。

時
鄴
銅
爵＊
臺
新
成
、
武
帝
悉
將
諸
子
登
臺
、
使
各
爲
賦
、
植
援
筆
立

成
、
文
彩
可
觀
。

　

曹
子
建
（
魏
の
陳
思
王
曹
植
）
は
文
章
の
創
作
に
優
れ
て
い
た
。
魏

の
武
帝
（
曹
操
）
は
そ
の
文
を
見
て
、
植
に
い
う
に
は
、「
そ
ち
は

人
に
頼
ん
だ
の
か
」。
植
は
ひ
ざ
ま
ず
い
て
い
っ
た
、「
私
は
口
を
つ

い
て
出
る
こ
と
ば
が
論
と
な
り
、
筆
を
下
せ
ば
文
章
に
な
り
ま
す
。

ど
う
か
ご
面
前
で
お
試
し
下
さ
い
、
ど
う
し
て
人
に
頼
ん
だ
り
し
ま

し
ょ
う
や
」。
折
り
か
ら
銅
爵
臺
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
、
武
帝
は

子
ど
も
た
ち
を
み
な
引
き
連
れ
て
臺
に
登
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
賦
を
作

ら
せ
た
が
、
植
は
筆
を
執
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
作
り
上
げ
、
み
ご
と

な
で
き
ば
え
で
あ
っ
た
。

〔
校
　
勘
〕

＊
爵
：
筆
記
小
説
大
観
本
→
雀
。

〔
注
〕

①　

曹
子
建　

曹
植
（
一
九
二
〜
二
三
二
）、
字
は
子
建
。
魏
の
武
帝
曹
操

の
第
三
子
。
太
和
元
年
（
二
二
七
）、
陳
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
曹
操
は
一
時

彼
を
太
子
に
取
り
た
て
よ
う
と
さ
え
考
え
た
。
し
か
し
、
兄
曹
丕
（
魏
の

文
帝
）
が
即
位
す
る
と
、
連
年
封
地
を
換
え
ら
れ
る
な
ど
の
圧
迫
を
受
け
、

不
遇
な
後
半
生
を
送
っ
た
。
文
才
に
秀
で
、
こ
と
に
詩
に
お
い
て
は
、
鍾

嶸
『
詩
品
』
に
よ
っ
て
漢
魏
以
来
最
高
の
詩
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
。

『
三
国
志
』
魏
書
一
九
に
傳
が
あ
る
。

②　

善
屬
文　
『
三
国
志
』
魏
書
の
本
傳
に
、「
陳
思
王
植
字
子
建
、
年
十
歳

餘
、
誦
讀
詩
・
論
及
辞
賦
數
十
萬
言
、
善
屬
文

0

0

0

。
太
祖
嘗
視
其
文
、
謂
植

0

0

曰0

、『
汝
倩
人
邪

0

0

0

0

』。
植
跪
曰

0

0

0

、『
言
出
爲
論

0

0

0

0

、
下
筆
成
章

0

0

0

0

、
顧
当

0

0

面
試0

、

柰
何
倩
人

0

0

0

0

』。
時
鄴
銅
雀
臺
新
成

0

0

0

0

0

0

0

、
太
祖
悉
將
諸
子
登
臺

0

0

0

0

0

0

、
使
各
爲
賦

0

0

0

0

。

植
援
筆
立
成

0

0

0

0

0

、
可
觀

0

0

。
太
祖
甚
異
之
」。

③　

時
鄴
銅
爵
臺
新
成　
『
三
国
志
』
魏
書
一
武
帝
紀
に
、「［
建
安
十
五

年
］
冬
、
作
銅
爵
臺
」。

④　

植
援
筆
立
成
二
句　
『
三
国
志
』
魏
書
本
傳
の
裴
松
之
注
に
引
く
陰
澹

『
魏
紀
』
に
、
曹
植
の
賦
を
載
せ
る
。「
從
明
后
而
嬉
游
兮
、
登
層
臺
以

娯
情
。
見
太
府
之
廣
開
兮
、
觀
聖
徳
之
所
營
。
建
高
門
之
嵯
峨
兮
、
浮
雙

闕
乎
太
清
。
立
中
天
之
華
觀
兮
、
連
飛
閣
乎
西
城
。
臨
漳
水
之
長
流
兮
、

望
園
果
之
滋
榮
。
仰
春
風
之
和
穆
兮
、
聽
百
鳥
之
悲
鳴
。
天
雲
垣
其
旣
立

①

②

③
④
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兮
、
家
願
得
而
獲
逞
。
揚
仁
化
於
宇
内
兮
、
盡
肅
恭
於
上
京
。
惟
桓
文
之

爲
盛
兮
、
豈
足
方
乎
聖
明
。
休
矣
美
矣
、
恵
澤
遠
揚
。
翼
佐
我
皇
家
兮
、

寧
彼
四
方
。
同
天
地
之
規
量
兮
、
齊
日
月
之
暉
光
。
永
貴
尊
而
無
極
兮
、

等
年
壽
於
東
王
。
云
云
」。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
太
祖
深
異
之
」
と
あ
る
。

23　

劉
休
元
、
少＊
好
學
。
嘗＊
爲
水
仙
賦
、
當
時＊
以
爲
不
減
洛
神＊
。
擬

古
詩
、
時
人
以
爲＊
陸
士
衡
之
流＊
。
頻
征
戰
、
皆
獻
捷
。

　

劉
休
玄
（
宋
の
南
平
王
劉
鑠
）
は
若
く
し
て
学
問
を
好
ん
だ
。
か
つ

て
「
水
仙
賦
」
を
作
り
、
当
時
「
洛
神
賦
」
に
も
ひ
け
を
取
ら
な
い

と
さ
れ
た
。「
擬
古
詩
」
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
人
々
に
陸
機

（
士
衡
）
の
流
れ
を
汲
む
と
評
価
さ
れ
た
。
し
ば
し
ば
出
陣
し
て
戦

い
、
全
て
の
い
く
さ
で
勝
利
し
た
。

〔
校
　
勘
〕

『
太
平
御
覧
』
五
八
七
文
部
三
賦
に
引
く
『
金
樓
子
』
に
こ
の
一
段
を
収
め

る
。
異
同
は
以
下
の
通
り
。
＊
少
：
→
無
し
。
＊
嘗
：
→
無
し
。
＊
當
時
：

→
時
人
。
＊
洛
神
：
下
に
「
賦
」
字
が
あ
る
。
＊
以
爲
：
→
謂
。
＊
流
：
下

に
「
也
」
字
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
「
余
謂
水
仙
不
及
洛
神
、
擬
古
勝

乎
士
衡
矣
」
十
五
字
が
あ
る
。

〔
注
〕

①　

劉
休
玄　

劉
鑠
（
四
三
一
〜
四
五
三
）、
字
は
休
玄
。
宋
の
文
帝
の
第

四
子
。
母
は
呉
淑
儀
。
元
嘉
十
六
年
（
四
三
九
）、
南
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
、

官
は
散
騎
常
侍
、
撫
軍
將
軍
等
を
歴
任
し
た
。
異
母
兄
劉
劭
（
元
凶
）
が

父
文
帝
を
弑
し
て
即
位
す
る
と
、
重
用
さ
れ
た
た
め
、
孝
武
帝
に
疎
ま
れ
、

毒
殺
さ
れ
た
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
、「
擬
古
詩
」
三
十
餘
首
が
代
表
作
。

『
宋
書
』
七
二
文
九
王
傳
・『
南
史
』
一
四
宋
宗
室
及
諸
王
傳
下
に
傳
が

あ
る
。

②　

少
好
學
云
云　
『
宋
書
』
本
傳
に
は
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
を
缺
く
が
、

『
南
史
』
本
傳
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
少
好
學

0

0

0

、
有
文
才
、
未
弱
冠
、

擬
古
三
十
餘
首
、
時
人
以
爲
亞
迹
陸
機
」。

③　

嘗
爲
水
仙
賦
二
句　
「
水
仙
賦
」
は
現
存
し
な
い
。『
太
平
御
覧
』
五
八

七
文
部
三
賦
所
引
の
『
金
樓
子
』
に
は
、「
余
謂
水
仙
不
及
洛
神
、
擬
古

勝
乎
士
衡
矣
」
と
あ
り
、
蕭
繹
自
身
の
評
価
を
示
す
。「
洛
神
賦
」
は
、

魏
の
曹
植
作
で
、『
文
選
』
一
九
に
収
め
ら
れ
る
。

④　

擬
古
詩
二
句　
「
擬
古
詩
」
が
も
と
三
十
餘
首
存
し
た
こ
と
は
、
注
②

参
照
。
う
ち
二
首
が
『
文
選
』
三
一
に
収
め
ら
れ
る
。

（
こ
の
譯
注
の
作
成
に
當
っ
て
は
、
青
山
剛
一
郎
・
尾
崎
勤
・
鈴
木
達
明
・

李
麗
花
・
渡
邊
登
紀
の
五
氏
に
よ
る
草
稿
を
参
照
し
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
す
る
。）

①

②

③

④




